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あ
え
て
気
に
し
て
見
て
い
る
せ
い

か
、
工
場
や
営
業
所
の
集
約
や
統
廃
合

の
話
題
の
多
さ
を
感
じ
る
。
地
方
の
営

業
所
を
廃
し
て
都
市
圏
に
あ
る
営
業
所

に
統
合
し
た
り
、
同
一
地
域
内
に
複
数

展
開
し
て
い
た
工
場
を
１
つ
に
す
る
な

ど
。
統
合
や
集
約
と
い
う
の
が
、
売
上

不
振
に
よ
る
撤
退
や
廃
止
で
は
な
く
、
よ
り
前

向
き
で
戦
略
的
な
意
図
を
感
じ
さ
せ
て
な
ら
な

い
▼
先
日
訪
問
し
た
工
場
も
、
数
年
前
に
近
隣

の
工
場
を
本
社
工
場
の
敷
地
内
に
集
約
し
て
い

た
。
創
業
か
ら
何
十
年
と
２
つ
の
工
場
で
部
品

を
作
り
、
そ
れ
を
本
社
工
場
に
持
ち
込
ん
で
組

み
立
て
て
最
終
製
品
に
す
る
体
制
で
こ
れ
ま
で

好
不
況
を
乗
り
越
え
て
き
た
。
し
か
し
数
年
前

に
そ
れ
ら
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
る
決
断
を
し
、

よ
り
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
集

約
前
は
、
近
隣
と
は
言
え
、
離
れ
て
い
る
と
い

う
だ
け
で
運
送
に
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
。
当
然
、

各
工
場
に
荷
受
け
と
出
荷
に
人
手
を
配
し
、
事

務
ス
タ
ッ
フ
も
雇
い
入
れ
て
い
た
。
ま
た
各
工

場
で
は
在
庫
や
仕
掛
品
が
現
場
や
倉
庫
の
ス
ペ

ー
ス
を
取
り
、
一
方
で
採
用
難
で
製
造
工
程
は

人
手
が
不
足
。
本
来
必
要
な
業
務
に
人
手
が
回

ら
ず
、
逆
に
重
複
し
、
価
値
を
生
ま
な
い
工
程

に
人
手
が
割
か
れ
て
い
る
大
き
な
矛
盾
を
抱
え

て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
経
営
陣
は
、
工
場
が
バ

ラ
バ
ラ
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
来

必
要
な
い
業
務
と
人
員
、
コ
ス
ト
が
生
ま
れ
て

い
て
、
そ
れ
を
解
決
す
る
に
は
思
い
切
っ
た
改

革
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
生
産
ラ
イ
ン
を

本
社
工
場
に
集
約
す
る
こ
と
を
決
断
。
重
複
業

務
を
な
く
し
、
人
や
モ
ノ
の
移
動
も
減
ら
す
こ

と
で
ス
リ
ム
で
合
理
的
な
生
産
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
▼
Ｄ
Ｘ
の
名
の
下
に

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
リ
ア
ル
な
世
界
の
モ

ノ
の
動
き
を
円
滑
に
し
よ
う
と
い
う
提
案
が
賑

や
か
だ
。
し
か
し
う
が
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
現
在
の
リ
ア
ル
な
仕
組
み
を

変
え
な
い
前
提
の
も
と
成
り
立
ち
、
対
処
療
法

の
ひ
と
つ
で
し
か
な
い
。
本
当
に
Ｘ
＝
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
組

織
や
体
制
、
拠
点
再
編
の
よ
う
な
大
鉈
を
振
る

い
、
そ
こ
ま
で
踏
み
込
む
必
要
が
あ
る
。
最
近

の
拠
点
の
集
約
・
統
廃
合
の
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い

の
は
企
業
が
そ
こ
ま
で
改
革
を
進
め
て
い
る
証

か
も
し
れ
な
い
。
日
本
は
Ｄ
Ｘ
の
進
捗
が
遅
い

と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
実
は
水
面
下
で
は
そ
れ

よ
り
大
き
な
改
革
が
動
い
て
い
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

相次ぐ拠点の集約や統合　次の時代を生き残るためにも大鉈を振るう覚悟を持つ

売
上
高
387
兆
円
超

2021
年
経
済
セ
ン
サ
ス
調
査

Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ「
５
月
制
御
機
器
出
荷
統
計
」

9.6
％
増
581
億
円
に

12
カ
月
連
続
前
年
上
回
る

で
日
本
産
業
全
体
の
22
・
９

％
を
占
め
、
純
付
加
価
値
額

も
64
兆
８
０
５
５
億
円
で
19

・
３
％
を
占
め
た
。
企
業
数

は
33
万
９
７
３
８
社
で
全
産

業
の
９
・
２
％
、
事
業
所
数

は
41
万
２
６
１
７
カ
所
（
８

・
０
％
）
。
従
業
者
数
は
８

８
０
万
３
６
４
３
人
（
15
・

２
％
）
と
な
り
、
日
本
産
業

の
約
２
割
を
製
造
業
が
支
え

る
構
図
と
な
っ
て
い
る
。
設

備
投
資
額
は
17
兆
６
４
１
７

億
円
で
全
産
業
の
30
・
１
％

と
最
も
多
く
を
占
め
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
製
造
業
企
業

33
万
９
７
３
８
社
の
う
ち
法

人
が
24
万
３
２
１
３
社
、
個

人
経
営
が
９
万
６
５
２
５

社
。売
上
高
別
の
企
業
数
・
割

合
は
、
１
億
円
以
上
を
売
上

高
が
あ
る
企
業
は
10
万
６
０

８
７
社
で
全
体
の
32
・
４
％

を
占
め
て
最
も
多
く
、
３
０

０
万
円
か
ら
１
億
円
が
７
万

７
５
１
社（
21・
６
％
）、１
０

０
０
万
円
か
ら
３
０
０
０
万

円
未
満
が
６
万
５
１
６
１
社

（
19
・
９
％
）、３
０
０
万
円

か
ら
１
０
０
０
万
円
未
満
が

５
万
５
８
９
４
社
（
17
％
）、

３
０
０
万
円
未
満
が
３
万
20

社（
９
・
２
％
）と
な
っ
た
。

　
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査

は
、
日
本
の
全
産
業
分
野
の

売
上
（
収
入
）
金
額
や
、
費

用
な
ど
の
経
理
項
目
を
同
一

時
点
で
網
羅
的
に
把
握
し
、

事
業
所
・
企
業
の
経
済
活
動

を
明
ら
か
に
し
、
か
つ
母
種

団
の
情
報
を
得
る
こ
と
目
的

に
し
た
調
査
。
全
国
す
べ
て

の
事
業
所
・
企
業
を
対
象
と

し
、
経
済
産
業
省
が
５
年
周

期
で
実
施
し
て
い
る
。

　
経
済
産
業
省
は
２
０
２
１

年
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査

の
産
業
横
断
的
集
計
結
果
を

取
り
ま
と
め
、
日
本
の
製
造

業
の
現
在
の
姿
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
２
０
２
０
年
の
日

本
の
製
造
業
の
売
上
高
は
３

８
７
兆
円
超
、
純
付
加
価
値

額
は
64
兆
円
と
な
っ
た
。

　
２
０
２
０
年
の
日
本
産
業

全
体
の
姿
と
し
て
、
売
上
高

（
収
入
金
額
）
は
１
６
９
３

兆
３
３
１
２
億
円
、
純
付
加

価
値
額
（
純
付
加
価
値
額
＝

売
上
高
―
費
用
総
額
＋
給
与

総
額
＋
租
税
公
課
）
は
３
３

６
兆
２
５
９
５
億
円
。
２
０

２
１
年
６
月
１
日
時
点
の
日

本
国
内
の
企
業
数
は
３
６
８

万
４
０
４
９
社
あ
り
、
事
業

所
数
は
５
１
５
万
６
０
６
３

カ
所
、
従
業
者
数
は
５
７
９

４
万
９
９
１
５
人
。
設
備
投

資
額
は
58
兆
６
７
７
４
億
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
製
造
業
の
売
上

高
は
３
８
７
兆
６
０
６
億
円

同
奨
励
賞
に
東
神
電
気
の

「
低
圧
Ｃ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
先
端

・
中
間
皮
剥
ぎ
工
具
」
、
東

芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
ズ
の

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ「
製
品
コ
ン
ク
ー
ル
」国
交
大
臣
賞

寺
崎
電
気
産
業
が
受
賞

「
東
芝
Ｖ
２
Ｘ
シ
ス
テ
ム
マ

ル
チ
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
」
、
三
菱
電
機
の
「
分
電

盤
・
制
御
盤
用
遮
断
器
Ｋ
Ｃ

シ
リ
ー
ズ
ス
プ
リ
ン
グ
ク
ラ

ン
プ
端
子
仕
様
」
、
東
光
高

岳
の
「
中
容
量
電
気
自
動
車

用
急
速
充
電
器
」
、
関
電
工

の
「
天
井
配
線
ロ
ボ
ッ
ト
楽

々
と
お
る
君
Ｎ
Ｅ
Ｏ
」
。

　
今
回
の
製
品
コ
ン
ク
ー
ル

に
は
43
社
が
参
加
し
た
。

　
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ

２
０
２
３
（
第
71
回
電
設
工

業
展
）
」
（
主
催
＝
日
本
電

設
工
業
協
会
）
で
実
施
さ
れ

た
「
製
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

受
賞
製
品
が
決
ま
っ
た
。

　
国
土
交
通
大
臣
賞
に
寺
崎

電
気
産
業
の
「
Ｔ
ｅ
ｍ
Ｂ
ｒ

ｅ
ａ
ｋ
　
Ｐ
Ｒ
Ｏ
　
１
０
０

Ａ
Ｆ
／
１
２
５
Ａ
Ｆ
ス
マ
ー

ト
ブ
レ
ー
カ
」
＝
写
真
＝
、

経
済
産
業
大
臣
賞
に
共
立
電

気
計
器
の
「
ペ
ン
型
絶
縁
・

接
地
抵
抗
計
Ｋ
Ｅ
Ｗ
６
０
４

１
Ｂ
Ｔ
」
、
環
境
大
臣
賞
に

河
村
電
器
産
業
の
「
ダ
ブ
ル

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｅ
Ｖ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
、
中
小
企
業
庁
長

官
賞
に
光
商
工
の
「
太
陽
電

池
設
備
用
絶
縁
抵
抗
測
定
器

Ｌ
Ｍ
Ｄ
―
１
８
０
０
」
、
労

働
者
健
康
安
全
機
構
労
働
安

全
衛
生
総
合
研
究
所
所
長
賞

に
長
谷
川
電
機
工
業
の
「
ス

マ
ー
ト
検
電
器
」
、
大
阪
府

知
事
賞
に
不
二
電
機
工
業
の

「
電
力
量
計
無
停
電
交
換
用

ユ
ニ
ッ
ト
Ｕ
Ｐ
Ｄ
形
」
、
大

阪
市
長
賞
に
ア
ネ
ッ
ク
ス
ツ

ー
ル
の
「
ト
ル
ク
ア
ダ
プ
タ

ー
シ
リ
ー
ズ
」
、
関
西
電
気

保
安
協
会
理
事
長
賞
に
中
電

工
の
「
受
電
前
検
査
用
電
源

装
置
」
、
日
本
電
設
工
業
協

会
会
長
賞
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
ワ
ー
ク
ス

社
の
「
Ｖ
２
Ｈ
蓄
電
シ
ス
テ

ム
　
ｅ
ｎ
ｅ
ｐ
ｌ
ａ
ｔ
」
、

技
能
に
対
す
る
意
識
と
技
能

を
高
め
、
も
の
づ
く
り
分
野

へ
の
就
業
を
促
進
し
、
若
年

技
能
者
の
裾
野
拡
大
を
目
的

と
す
る
競
技
大
会
。
　

　
Ｆ
Ａ
や
電
機
に
関
連
し
た

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
ロ
ボ
ッ

ト
ソ
フ
ト
組
み
込
み
、
機
械

製
図
（
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
、
電
子
回

路
組
み
立
て
、
電
気
工
事
、

部
品
加
工
の
旋
盤
や
フ
ラ
イ

ス
盤
な
ど
製
造
業
関
連
を
は

じ
め
、
自
動
車
整
備
や
建
築

大
工
、
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
管
理
、
ウ

ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
15
職
種

で
行
わ
れ
る
。

　
厚
生
労
働
省
と
中
央
職
業

能
力
開
発
協
会
は
、
８
月
１

日
と
２
日
、
静
岡
県
の
ツ
イ

ン
メ
ッ
セ
静
岡
な
ど
２
会
場

で
、
全
国
の
20
歳
以
下
の
若

年
者
が
も
の
づ
く
り
技
能
を

競
う
「
第
18
回
若
年
者
も
の

づ
く
り
競
技
大
会
」
を
開
催

す
る
＝
写
真
。

　
若
年
者
も
の
づ
く
り
競
技

大
会
は
、
職
業
能
力
開
発
施

設
、
工
業
高
等
学
校
な
ど
で

技
能
を
習
得
中
の
若
年
者

（
原
則
と
し
て
20
歳
以
下
の

未
就
業
者
）
が
、
同
世
代
の

若
者
と
競
う
こ
と
を
通
じ
て

「若者ものづくり大会」開催
８月１、２日 静岡ツインメッセ

　
日
本
電
気
制
御
機
器
工
業

会
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）
は
２
０
２

３
年
度
５
月
単
月
の
制
御
機

器
の
出
荷
統
計
を
ま
と
め

た
。
出
荷
総
額
は
前
年
比
９

・
６
％
増
の
５
８
０
億
６
３

０
０
万
円
で
、
５
月
度
と
し

て
は
過
去
最
高
を
記
録
。
12

カ
月
連
続
で
前
年
比
を
上
回

っ
た
。
納
期
問
題
か
ら
の
受

注
残
対
応
の
増
産
が
継
続
し

て
行
わ
れ
て
い
る
結
果
で
あ

り
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
／
Ｆ
Ａ
は
昨
年

度
末
か
ら
４
月
、
５
月
と
急

激
に
出
荷
が
減
少
し
受
注
残

の
解
消
が
確
実
に
進
ん
で
い

る
と
分
析
し
て
い
る
。

　
５
大
品
目
で
は
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ

／
Ｆ
Ａ
は
前
年
比
33
・
２
％

増
、
金
額
で
55
億
７
１
０
０

万
円
増
の
２
２
３
億
３
１
０

０
万
円
。
12
カ
月
連
続
で
前

年
を
上
回
っ
た
。
制
御
用
リ

レ
ー
は
８
・
４
％
減
の
１
３

１
億
４
０
０
０
万
円
、
制
御

用
専
用
機
器
は
15
・
５
％
増

の
１
０
８
億
９
７
０
０
万

円
、
検
出
用
ス
イ
ッ
チ
は
２

・
４
％
減
の
85
億
２
６
０
０

万
円
、
操
作
用
ス
イ
ッ
チ
は

15
・
１
％
減
の
31
億
６
９
０

０
万
円
と
な
っ
た
。

　
仕
向
地
別
で
は
、
国
内
は

21
・
１
％
増
の
３
５
５
億
５

０
０
万
円
と
な
り
、
11
カ
月

連
続
で
前
年
を
上
回
っ
た
。

Ｐ
Ｌ
Ｃ
／
Ｆ
Ａ
は
43
％
増
、

制
御
用
専
用
機
器
は
26
・
１

％
増
、
制
御
用
リ
レ
ー
は
３

・
９
％
増
、
検
出
用
ス
イ
ッ

チ
は
７
・
６
％
増
と
な
り
、

操
作
用
ス
イ
ッ
チ
以
外
は
前

年
を
上
回
り
好
調
を
継
続
し

て
い
る
。

　
輸
出
は
４
・
７
％
減
の
２

２
５
億
５
９
０
０
万
円
と
な

り
、
輸
出
比
率
は
38
・
９
％

と
な
っ
た
。
国
・
地
域
別
で

は
全
地
域
で
前
年
割
れ
。
特

に
中
国
の
19
・
３
％
減
、
北

米
の
18
％
減
が
響
い
た
。
ま

た
製
品
別
で
も
Ｐ
Ｌ
Ｃ
／
Ｆ

Ａ
の
20
・
７
％
増
以
外
は
す

べ
て
前
年
を
下
回
っ
た
。

納
期
問
題 

解
消
へ
加
速

部
材
調
達
改
善

生
産
力
強
化

正
常
化
製
品
も
続
々

FA制御機器

　
こ
の
２
年
あ
ま
り
Ｆ
Ａ
業
界
の
頭
痛
の
種
だ
っ
た
Ｆ
Ａ
制
御
機
器
の

納
期
問
題
に
つ
い
て
、
部
材
の
調
達
難
の
改
善
と
メ
ー
カ
ー
の
生
産
力

強
化
が
成
果
を
挙
げ
、
解
消
に
向
け
た
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

海
外
メ
ー
カ
ー
提
案
強
化
イ

ン

バ
ー
タ

　
三
菱
電
機
は
、
全
般
的
に

概
算
納
期
が
短
期
化
し
て
お

り
、
シ
ー
ケ
ン
サ
は
多
く
の

機
種
で
８
・
９
カ
月
待
ち
だ

っ
た
も
の
が
５
カ
月
以
内
に

な
り
、
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
―
Ｆ

シ
リ
ー
ズ
は
即
日
か
ら
３
カ

月
と
解
消
に
近
づ
い
て
い

る
。
表
示
器
も
半
年
以
内
に

な
り
、
サ
ー
ボ
も
最
長
で
も

10
カ
月
待
ち
だ
っ
た
も
の
が

半
年
程
度
、
一
部
機
種
で
は

１
〜
３
カ
月
ま
で
回
復
し
て

い
る
。
遮
断
器
関
連
は
即
日

か
ら
３
カ
月
程
度
と
な
り
、

解
消
ま
で
間
近
と
な
っ
て
い

る
。

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
リ
レ
ー
は

一
部
機
種
を
除
い
て
お
お
む

ね
「
正
常
化
」
を
宣
言
。
ソ

リ
ッ
ド
ス
テ
ー
ト
リ
レ
ー

「
Ｇ
３
Ｆ
」
や
タ
ー
ミ
ナ
ル

リ
レ
ー
「
Ｇ
６
Ｄ
４
」
な
ど

の
納
期
目
安
は
１
カ
月
未
満

か
ら
正
常
化
。
ソ
ケ
ッ
ト
に

つ
い
て
も
共
用
ソ
ケ
ッ
ト

「
Ｐ
２
Ｃ
Ｆ
」
は
正
常
化
し

て
い
る
。

　
富
士
電
機
機
器
制
御
は
、

電
磁
接
触
器
・
電
磁
開
閉
器

で
納
期
問
題
の
解
消
ま
た
は

１
カ
月
未
満
で
入
手
で
き
る

も
の
が
出
て
き
て
い
る
。

　
一
方
で
、
い
ま
も
１
年
近

く
か
か
る
と
の
見
通
し
が
懸

念
さ
れ
て
い
イ
ン
バ
ー
タ
。

国
内
メ
ー
カ
ー
は
長
納
期
が

続
い
て
い
る
が
、
海
外
メ
ー

カ
ー
の
日
本
法
人
は
在
庫
を

持
ち
、
す
ぐ
に
欲
し
い
ニ
ー

ズ
を
狙
っ
て
活
動
を
活
発
化

し
て
い
る
。

　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
は
Ａ
Ｔ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ

で
０
・
18
〜
４
kW
の
小
型
マ

シ
ン
向
け
か
ら
、
15 

kW
の
中

型
マ
シ
ン
向
け
、
０
・
75
〜

２
６
０
０
kW
の
プ
ロ
セ
ス
ド

ラ
イ
ブ
向
け
ま
で
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
を
そ
ろ
え
、
グ
ロ
ー
バ

ル
で
イ
ン
バ
ー
タ
シ
ェ
ア
２

位
の
実
績
を
打
ち
出
し
て
提

案
。
ボ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ク
ス
ロ

ス
も
国
内
に
イ
ン
バ
ー
タ
在

庫
を
豊
富
に
持
っ
て
い
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
提
案
を

強
化
し
て
い
る
。

　
シ
ー
メ
ン
ス
と
、
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
や
ラ
ミ
ネ
ー
テ
ィ
ン

グ
装
置
製
造
の
ヒ
ラ
ノ
テ
ク

シ
ー
ド
は
、
Ｅ
Ｖ
用
を
は
じ

め
さ
ら
な
る
需
要
拡
大
が
期

待
さ
れ
て
い
る
バ
ッ
テ
リ
ー

協
業
に
合
意
し
た
。

　
ヒ
ラ
ノ
テ
ク
シ
ー
ド
は
、

ロ
ー
ル
to
ロ
ー
ル
の
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
、
ラ
ミ
ネ
ー
テ
ィ
ン

グ
装
置
製
造
に
お
い
て
世
界

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
を
持

ち
、
次
世
代
電
池
も
含
め
た

バ
ッ
テ
リ
ー
製
造
装
置
等
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
ビ
ジ
ネ

ス
の
拡
大
を
進
め
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
シ
ー
メ
ン
ス

は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や

Ｔ
Ｉ
Ａ
（
Ｔ
ｏ
ｔ
ａ
ｌ
ｌ
ｙ

　
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｇ
ｒ
ａ
ｔ
ｅ
ｄ

　
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
）
を
含
む
包
括
的
な
デ
ジ

タ
ル
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
に

向
け
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
、
海
外
の
大
規
模
工
場
構

築
で
培
っ
た
経
験
と
知
識
を

提
供
し
て
ヒ
ラ
ノ
テ
ク
シ
ー

ド
を
支
援
し
て
い
く
。
具
体

的
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
需

要
に
対
し
て
バ
ッ
テ
リ
ー
向

け
塗
工
機
の
標
準
化
に
取
り

組
む
こ
と
に
加
え
、
ヒ
ラ
ノ

テ
ク
シ
ー
ド
の
デ
ジ
タ
ル
ツ

イ
ン
構
築
を
支
援
し
、
多
様

化
す
る
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
か

ら
の
要
求
仕
様
や
設
計
変
更

に
迅
速
に
対
応
す
る
体
制
を

整
備
す
る
。

ヒ
ラ
ノ
テ
ク
シ
ー
ド
本
社

製
造
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、

バ
ッ
テ
リ
ー
製
造
装
置
の
標

準
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
で

シーメンス

ヒラノテクシードと協業
バッテリー製造装置 ＤＸ推進

Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー

ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
開
始
７月30日まで

　
２
０
２
４
年
１
月
31
日
か

ら
行
わ
れ
る
「
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ

２
０
２
４
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
６
月
１
日
に
開
催

さ
れ
た
「
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
セ
ミ

ナ
ー
２
０
２
３
　
最
前
線
ノ

ウ
ハ
ウ
と
事
例
で
学
ぶ
！
製

造
業
に
必
要
な
Ｄ
Ｘ
と

は
？
」に
つ
い
て
、当
初
は
リ

ア
ル
開
催
の
セ
ミ
ナ
ー
の
み

を
予
定
し
て
い
た
が
、
多
く

の
要
望
を
受
け
て
こ
の
ほ
ど

セ
ミ
ナ
ー
の
ア
ー
カ
イ
ブ
配

信
を
実
施
し
た
＝
写
真
。
配

信
期
間
は
７
月
31
日
ま
で
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
展
示
会

「
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
２
０
２
４
」

の
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
／
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
「
Ｄ

Ｘ
」
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

の
う
ち
、
「
Ｄ
Ｘ
」
に
フ
ォ

ー
カ
ス
し
、
製
造
業
Ｄ
Ｘ
に

必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
考
え
方

に
つ
い
て
講
師
を
招
い
て
講

演
が
行
わ
れ
、
今
回
の
ア
ー

カ
イ
ブ
配
信
で
も
視
聴
で
き

る
。

　
キ
ー
ノ
ー
ト
は
リ
コ
ー
コ

ー
ポ
レ
ー
ト
執
行
役
員
Ｃ
Ｄ

Ｉ
Ｏ
デ
ジ
タ
ル
戦
略
部
部
長

野
水
泰
之
氏
に
よ
る
「
は
た

ら
く
人
の
創
造
力
を
支
え
る

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
会
社

へ
〜
変
革
を
続
け
る
リ
コ
ー

の
挑
戦
〜
」
、
特
別
講
演
は

Ｃ
Ｉ
Ｏ
　
Ｌ
ｏ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
理

事
長
矢
島
孝
應
氏
に
よ
る

「
Ｄ
Ｘ
時
代
に
打
ち
勝
つ
為

の
企
業
の
取
組
〜
次
世
代
に

生
き
残
る
企
業
を
確
立
す
る

為
に
〜
」
と
、
ソ
ニ
ー
シ
ス

テ
ム
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術

セ
ン
タ
ー
３
Ｄ
・
Ａ
Ｉ
領
域

担
当
部
長
服
部
博
憲
氏
に
よ

る
「
ス
ポ
ー
ツ
界
に
変
革
を

も
た
ら
す
ソ
ニ
ー
の
映
像
解

析
技
術
」
。
ま
た
Ｉ
Ｖ
Ｉ
理

事
長
西
岡
靖
之
氏
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
ス

マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
推
進

室
担
当
部
長
鈴
木
与
一
氏
、

横
河
電
機
社
長
付
き
フ
ェ
ロ

ー
横
河
デ
ジ
タ
ル
取
締
役
勝

木
雅
人
氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に

迎
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
製
造
業
デ
ジ
タ
ル

革
新
の
先
行
き
を
読
む
〜
企

業
や
業
界
の
枠
を
超
え
て
つ

な
が
る
時
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
製
造
業
の
あ
る
べ
き
姿

〜
」
も
視
聴
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
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な
り
、
産
業
界
、
大
学
、
研

究
機
関
等
の
研
究
・
開
発
や

生
産
ラ
イ
ン
で
の
測
定
作
業

効
率
の
向
上
を
支
援
す
る
新

機
能
を
搭
載
。
Ｈ
Ｃ
Ｄ
Ｒ

（
広
近
傍
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ

ン
ジ
）
モ
ー
ド
は
、
単
一
縦

モ
ー
ド
レ
ー
ザ
ー
を
よ
り
広

い
近
傍
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン

ジ
で
測
定
で
き
、
レ
ー
ザ
ー

や
光
デ
バ
イ
ス
の
研
究
・
開

発
で
、
よ
り
高
精
度
の
特
性

評
価
が
可
能
に
な
る
。
ま
た

レ
ー
ザ
ー
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
Ｒ
（
サ

イ
ド
モ
ー
ド
抑
圧
比
）
の
測

定
時
間
を
短
縮
で
き
る
モ
ー

ド
や
、
測
定
条
件
設
定
か
ら

解
析
結
果
出
力
ま
で
の
一
連

の
操
作
を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
す

る
、
測
定
対
象
デ
バ
イ
ス
固

有
の
テ
ス
ト
ア
プ
リ
を
提
供

す
る
Ａ
Ｐ
Ｐ
（
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）
モ
ー
ド
を
用
意

し
、
光
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
ア
ナ

ラ
イ
ザ
を
使
い
慣
れ
な
い
ユ

ー
ザ
ー
で
も
容
易
に
使
い
こ

な
せ
る
機
能
を
搭
載
。
大
型

液
晶
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
採
用

し
、
よ
り
簡
単
に
、
よ
り
直

感
的
に
操
作
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
同
製
品
は
各
モ
ジ
ュ
ー
ル

を
ボ
ル
ト
で
締
め
付
け
て
、

同
じ
く
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
た

配
線
ケ
ー
ブ
ル
や
チ
ュ
ー
ブ

等
を
取
り
付
け
て
完
成
。
追

い
加
工
や
部
品
製
作
は
不

要
。

　
制
御
も
一
般
的
な
Ｐ
Ｌ
Ｃ

で
操
作
で
き
、
ド
ラ
イ
バ
は

主
要
な
Ｆ
Ａ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
対
応
し
、

テ
ィ
ー
チ
ン

グ
工
数
も
少

な
く
、
専
門

の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
言
語

を
学
習
す
る

必
要
も
な

い
。
既
存
設

備
へ
後
付
け
設
置
が
で
き
、

従
来
の
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
と

比
べ
て
省
ス
ペ
ー
ス
で
、
大

掛
か
り
な
据
え
付
け
工
事
も

必
要
な
く
、
短
時
間
で
導
入

か
ら
稼
働
ま
で
行
え
、
保
守

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
効
率
的
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
横
河
電
機
は
、
「
Ｏ
ｐ
ｒ

ｅ
Ｘ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
ｅ

ｄ
　
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ

ｎ
ｃ
ｅ
」
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

と
し
て
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
や
化
学
な
ど
の
研
究
の
実

験
デ
ー
タ
を
統
合
管
理
す
る

新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
Ｏ
ｐ
ｒ
ｅ
Ｘ
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ

ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
　
Ｍ
ａ
ｎ

ａ
ｇ
ｅ
ｒ
」
を
７
月
下
旬
に

発
売
す
る
。

　
研
究
開
発
の
現
場
で
は
実

験
や
検
証
の
関
連
デ
ー
タ
は

紙
で
記
録
さ
れ
、
今
後
は
電

子
化
と
デ
ー
タ
活
用
で
生
産

や
品
質
保
証
な
ど
他
部
門
へ

の
共
有
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
従
来
の
ラ
ボ
ラ
ト

リ
ー
・
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク

ス
・
シ
ス
テ
ム
は
、
他
部
門

と
の
情
報
共
有
す
る
に
は
品

質
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｌ

Ｉ
Ｍ
Ｓ
）
、
電
子
ラ
ボ
ノ
ー

ト
（
Ｅ
Ｌ
Ｎ
）
、
製
造
実
行

管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
Ｅ
Ｓ
）

な
ど
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス

テ
ム
と
連
携
さ
せ
る
必
要
が

あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
管
理
機
能
で

す
べ
て
の
デ
ー
タ
や
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
と
関
連
情
報
を
統
合

し
、文
書
や
図
の
作
成
、イ
ン

ポ
ー
ト
、バ
ー
ジ
ョ
ン
管
理
、

文
書
承
認
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を

実
行
し
て
ク
ラ
ウ
ド
に
保
存

し
、
す
べ
て
の
タ
ス
ク
の
デ

ー
タ
を
電
子
化
し
て
部
門
間

で
情
報
を
連
携
が
可
能
。

　
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

と
タ
ス
ク
管
理
機
能
で
実

　
昨
今
、
販
売
員
が
頻
繁
に
耳

に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
加
工
組

み
立
て
の
生
産
現
場
か
ら
入
っ

て
く
る
何
々
の
デ
ー
タ
を
取
り

た
い
と
い
う
情
報
で
あ
る
。
生

産
現
場
に
は
大
き
く
分
け
る

と
、
前
工
程
に
相
当
す
る
原
料

を
扱
う
生
産
現
場
と
後
工
程
に

相
当
す
る
加
工
組
み
立
て
の
生

産
現
場
が
あ
る
。

　
原
料
生
産
で
は
液
体
状
・
固

定
状
・
気
体
状
の
物
質
を
扱
う

の
で
、
多
く
の
計
器
を
使
用
す

る
。
計
器
に
表
示
さ
れ
る
各
々

の
デ
ー
タ
を
監
視
し
適
切
な
管

理
を
す
る
。
だ
か
ら
日
常
的
に

デ
ー
タ
に
囲
ま
れ
て
い
る
現
場

で
あ
る
。
こ
の
現
場
に
出
入
り

し
て
い
る
の
は
主
と
し
て
計
測

器
を
売
る
販
売
員
で
あ
る
。

　
彼
ら
は
デ
ー
タ
と
か
記
録
と

い
う
言
葉
を
日
常
的
に
耳
に
す

る
。
加
工
組
み
立
て
の
現
場
で

も
、
適
切
な
生
産
管
理
を
す
る

た
め
に
生
産
数
や
不
良
数
の
デ

ー
タ
を
取
っ
て
い
る
。
こ
の
現

場
に
出
入
り
し
て
い
る
の
は
主

と
し
て
制
御
機
器
の
販
売
員
で

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
デ
ー
タ

と
い
う
言
葉
を
そ
れ
ほ
ど
頻
繁

に
耳
に
は
し
て
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
な
の
に
加
工
組
み
立
て

の
現
場
か
ら
デ
ー
タ
を
取
り
た

い
旨
の
情
報
が
販
売
員
の
耳
に

入
っ
て
く
る
の
は
、
管
理
の
デ

ー
タ
を
取
り
た
い
と
い
う
の
で

は
な
く
加
工
組
み
立
て
の
現
場

に
変
化
が
起
き
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
変
化
の
背
景
に
あ
る
の

は
、
Ｆ
Ａ
で
構
築
さ
れ
て
い
る

製
造
現
場
に
Ｉ
Ｔ
技
術
が
入
ろ

う
と
し
て
い
る
た
め
だ
。

　
第
４
次
産
業
革
命
と
か
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
と
か
い
わ

れ
て
久
し
い
が
、
そ
の
こ
と
が

見
え
る
形
で
加
工
組
み
立
て
の

現
場
に
入
っ
て
来
て
い
る
の
が

デ
ー
タ
取
り
と
な
っ
て
現
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
販
売

員
は
何
々
の
デ
ー
タ
が
取
り
た

い
と
い
う
案
件
を
も
ら
っ
て
、

す
ぐ
に
関
係
す
る
セ
ン
サ
や
各

種
の
機
器
を
探
し
て
そ
の
資
料

を
持
っ
て
売
り
込
み
に
走
る
だ

け
で
は
令
和
の
販
売
員
と
し
て

は
合
格
点
は
も
ら
え
な
い
。

　
従
来
や
っ
て
い
る
デ
ー
タ
取

り
は
デ
ー
タ
の
監
視
・
記
録
し

て
生
産
の
管
理
に
役
立
て
る
た

め
で
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
型
の
生
産
シ
ス
テ
ム
、

そ
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
異
常
な
デ
ー
タ
が

感
知
さ
れ
れ
ば
正
常
な
作
動
に

戻
す
た
め
の
デ
ー
タ
取
り
で
あ

る
。

　
し
か
し
加
工
組
み
立
て
の
現

場
か
ら
盛
ん
に
聞
こ
え
て
く
る

デ
ー
タ
を
取
り
た
い
と
い
う
声

は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
型
の
生
産

シ
ス
テ
ム
の
も
の
で
は
な
い
。

生
産
資
源
（
人
・
設
備
・
時

間
）
を
最
適
化
す
る
仕
組
み
を

作
っ
て
い
こ
う
と
す
る
デ
ー
タ

取
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
フ
ィ
ー

ル
ド
フ
ォ
ワ
ー
ド
的
な
考
え
に

立
っ
て
い
る
。

　
機
器
部
品
販
売
員
が
日
頃
会

っ
て
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
顧
客

は
設
備
技
術
者
で
あ
る
。
だ
か

ら
デ
ー
タ
を
取
り
た
い
と
販
売

員
に
言
っ
て
く
る
の
は
設
備
技

術
者
で
あ
る
。
設
備
技
術
者
が

自
ら
進
ん
で
デ
ー
タ
を
取
る
た

め
の
セ
ン
サ
ー
や
計
測
機
器
を

機
器
設
備
に
取
り
付
け
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　
他
の
部
門
か
ら
の
依
頼
で
動

く
の
が
設
備
技
術
者
で
あ
る
か

ら
、
ど
こ
か
他
の
部
門
か
ら
の

依
頼
が
入
っ
て
き
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。
製
造
部
や
情
報
シ
ス

テ
ム
部
、
あ
る
い
は
生
産
本
部

な
ど
各
企
業
の
事
情
に
よ
っ
て

各
方
面
か
ら
の
依
頼
で
現
場
に

変
化
が
起
き
よ
う
と
し
て
い

る
。

　
し
た
が
っ
て
販
売
員
は
平
成

以
来
や
っ
て
き
た
営
業
か
ら
の

切
り
替
え
が
必
要
と
な
る
。
な

ぜ
な
ら
平
成
は
大
き
な
変
化
が

起
き
な
か
っ
た
か
ら
、
平
時
の

営
業
活
動
で
売
り
上
げ
を
確
保

す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
し
か
し
現

場
に
変
化
が
起
き
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
に
気
付
い
た
ら
戦
時

の
営
業
が
必
要
に
な
る
。

　
製
造
業
が
大
き
な
変
化
を
し

た
の
は
機
械
を
使
っ
た
生
産
か

ら
自
動
制
御
の
生
産
に
移
っ
た

昭
和
が
そ
う
で
あ
る
。
当
時
の

販
売
員
は
中
堅
企
業
を
訪
問
す

る
時
に
は
電
気
担
当
と
い
う
よ

り
は
機
械
技
術
者
へ
の
訪
問
が

多
か
っ
た
。
中
小
企
業
で
は
工

場
長
の
ス
タ
ッ
フ
や
製
造
部
長

を
訪
問
し
た
。

　
新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
誕
生

す
る
時
に
は
よ
り
上
流
に
位
置

す
る
部
門
や
技
術
者
を
訪
問
す

る
必
要
が
あ
る
の
だ
。
つ
ま
り

不
慣
れ
な
部
門
や
技
術
者
を
訪

問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
に
は
平
成
で
や
っ
て
き
た
商

品
を
前
面
に
出
す
営
業
で
は
な

く
不
慣
れ
な
部
門
や
技
術
へ
接

近
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
主
体
の
営
業
を
す
る
こ
と

で
あ
る
。

�

新
し
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
誕
生
時
に
は

上
流
の
部
門
や
技
術
者
へ
訪
問
を

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
Ｔ
Ｈ
Ｋ
は
、
人
手
で
行
っ
て
い
る
、
ワ
ー
ク
投
入
を
は
じ
め
と
す
る
単

純
作
業
の
自
動
化
に
最
適
な
円
筒
座
標
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
「
Ｍ
Ｌ
Ｓ
」
を
発

売
し
た
。
同
製
品
は
、
直
動
の
Ｌ
Ｍ
ガ
イ
ド
と
回
転
の
ク
ロ
ス
ロ
ー
ラ
リ

ン
グ
を
ベ
ー
ス
に
、
伸
縮
／
昇
降
／
旋
回
の
３
つ
の
シ
ン
プ
ル
な
モ
ジ
ュ

ー
ル
を
組
み
合
わ
せ
、
円
筒
座
標
の
可
動
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
モ
ジ
ュ
ー

ル
型
ロ
ボ
ッ
ト
。

単
純
作
業
を
自
動
化

シ
ン
プ
ル
機
構
、広
い
可
動
領
域

Ｔ
Ｈ
Ｋ　

円
筒
座
標
型
モ
ジ
ュ
ー
ル

実
験
デ
ー
タ
と
研
究
リ
ソ
ー
ス

ク
ラ
ウ
ド
上
で
統
合
管
理

横河電機

OpreX Informatics Manager
管理者用ダッシュボード

験
、
標
準
手
順
、
文
書
化
の

各
タ
ス
ク
の
実
行
を
管
理
で

き
、
リ
ソ
ー
ス
使
用
の
最
適

化
と
進
捗
状
況
の
管
理
を
簡

単
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
監
査
証
跡
と
し
て
、
い

つ
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
行
っ
た
の
か
を
シ
ス
テ

ム
レ
ベ
ル
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

レ
ベ
ル
、
タ
ス
ク
レ
ベ
ル
で

管
理
し
、
リ
ス
ト
化
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
横
河
計
測
は
、
光
通
信
用

レ
ー
ザ
ー
や
光
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
、
光
増
幅
器
な
ど
、
幅
広

い
部
品
の
光
特
性
評
価
に
使

用
す
る
光
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
ア

ナ
ラ
イ
ザ
「
Ａ
Ｑ
６
３
７
０

Ｅ
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
光
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
ア
ナ
ラ
イ
ザ
「
Ａ
Ｑ
６

３
７
０
Ｄ
」
の
後
継
機
種
と

　
ア
ズ
ビ
ル
と
関
西
電
力
は
、

ア
ズ
ビ
ル
が
提
供
す
る
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
異
常
予
兆
検
知
シ
ス

テ
ム
「
Ｂ
ｉ
Ｇ
　
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」

の
機
能
拡
張
オ
プ
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
モ
デ

ル
の
大
部
分
を
自
動
構
築
で
き

る
「
Ｂ
ｉ
Ｇ
　
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｓ
　
ｐ

ｌ
ｕ
ｓ
」
を
発
売
し
た
。

　
火
力
発
電
所
の
よ
う
な
大
規

模
プ
ロ
セ
ス
に
Ａ
Ｉ
を
導
入
す

る
場
合
、
そ
の
機
能
構
築
・
維

持
管
理
労
力
と
、
多
種
多
様
な

機
器
の
複
雑
な
運
用
に
対
す
る

網
羅
性
が
課
題
と
な
る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、
関

西
電
力
が
保
有
す
る
火
力
発
電

の
運
用
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
ア
ズ
ビ

ル
の
Ａ
Ｉ
開
発
・
運
用
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
約
し
て
、
Ａ

Ｉ
導
入
時
の
課
題
を
解
消
し

た
。

　
従
来
の
異
常
予
兆
検
知
シ
ス

テ
ム
「
Ｂ
ｉ
Ｇ
　
Ｅ
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」

で
は
、
専
門
的
な
知
見
を
有
す

る
要
員
が
監
視
対
象
ご
と
に
Ａ

Ｉ
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
っ
た
が
、
同
製
品
は
Ａ
Ｉ
モ

デ
ル
の
大
部
分
が
自
動
で
構
築

さ
れ
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
モ
デ
ル
の

構
築
が
さ
ら
に
効
率
化
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
入
力
す

る
情
報
の
種
類
を
格
段
に
増
や

す
こ
と
が
で
き
、
従
来
困
難
で

あ
っ
た
広
域
の
監
視
や
、
こ
れ

ま
で
認
識
で
き
て
い
な
か
っ
た

異
常
兆
候
の
検
知
も
可
能
と
な

る
。

　
三
菱
電
機
は
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
内
部
イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス

を
低
減
し
、
第
２
世
代
Ｓ
ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
を
搭
載
し
た
「
産

業
用
フ
ル
Ｓ
ｉ
Ｃ
パ
ワ
ー
半

導
体
モ
ジ
ュ
ー
ル
Ｎ
Ｘ
タ
イ

プ
」
の
サ
ン
プ
ル
提
供
を
開

始
し
た
。

　
産
業
用
の
パ
ワ
ー
半
導
体

モ
ジ
ュ
ー
ル
は
イ
ン
バ
ー
タ

ー
な
ど
の
電
力
変
換
機
器
に

使
用
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
な

る
電
力
変
換
効
率
の
向
上
を

実
現
す
る
高
効
率
な
製
品
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
同
製
品
は
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
内
の
電
極
構
造
を
最
適
化

し
、
内
部
イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス

を
従
来
比
で
約
47
％
低
減
し

た
９
nH
を
実
現
し
、
さ
ら
に

第
２
世
代
Ｓ
ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を

採
用
し
、
低
損
失
特
性
に
加

え
、
内
部
イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス

低
減
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
電

力
損
失
の
低
減
を
可
能
と

し
、
産
業
用
機
器
の
高
効
率

化
、
小
型
・
軽
量
化
を
実
現

す
る
。

電
動
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ 

グ
リ
ッ
パ

２
フ
ィ
ン
ガ
型

Ｃ
Ｋ
Ｄ

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
電
動
ア
ク
チ

ュ
エ
ー
タ
グ
リ
ッ
パ
の
２
フ

ィ
ン
ガ
タ
イ
プ「
Ｆ
Ｆ
Ｌ
Ｄ
」

＝
写
真
＝
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
先

端
に
最
適
な
ロ
ン
グ
ス
ト
ロ

ー
ク
か
つ
薄
型
タ
イ
プ
で
、

把
持
位
置
を
任
意
に
設
定
で

き
、
幅
広
い
サ
イ
ズ
の
多
品

種
ワ
ー
ク
を
ツ
ー
ル
チ
ェ
ン

ジ
す
る
こ
と
な
く
把
持
が
可

能
。
最
大
把
持
力
は
片
側
５

０
０
Ｎ
、
最
大
作
動
速
度
は

片
側
30
㎜
／
ｓ
、
重
量
は
１

・
２
か
ら
２
・
５
㌔
㌘
ま

で
。
フ
ィ
ン
ガ
の
開
閉
速
度

は
最
大
30
㎜
／
ｓ
で
、
装
置

の
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
を
低
減

で
き
る
。
ス
ト
ロ
ー
ク
は
１

０
０
㍉
㍍
（
片
側
50
㍉

㍍
）
、
１
４
０
㍉
㍍
（
片
側

70
㍉
㍍
）
、
１
６
０
㍉
㍍

（
片
側
80
㍉
㍍
）
の
３
つ
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
用
意

し
、
業
界
最
長
ク
ラ
ス
の
ス

ト
ロ
ー
ク
で
多
品
種
ワ
ー
ク

に
対
応
可
能
。

　
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
仕
様
で

動
力
と
制
御
の
配
線
を
１
つ

横
河
計
測　

高
性
能
光
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
ア
ナ
ラ
イ
ザ

Ｈ
Ｄ
Ｃ
Ｒ
モ
ー
ド
な　

　

ど

機
能
強
化

AQ6370E

三
菱
電
機　

産
業
用
フ
ル
Ｓ
ｉ
Ｃ
パ
ワ
ー
半
導
体
モ
ジ
ュ
ー
ル

「
Ｎ
Ｘ
タ
イ
プ
」第
２
世
代
チ
ッ
プ
搭
載

の
ケ
ー
ブ
ル
で
完
結
で
き
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
内
蔵
で
省
ケ

ー
ブ
ル
化
も
可
能
で
、
断
線

の
リ
ス
ク
を
軽
減
で
き
る
。

メ
カ
イ
ン
デ
ッ
ク

ロ
ー
ラ
ギ
ア
カ
ム

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
組
み
立
て
や

検
査
な
ど
の
産
業
に
お
け
る

位
置
決
め
作
業
に
最
適
な
、

確
実
な
位
置
決
め
と
高
い
信

頼
性
を
持
つ
メ
カ
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
ロ
ー
ラ
ギ
ア
カ
ム
ユ
ニ

ッ
ト
「
Ｚ
Ｒ
Ｓ
」
を
発
売
し

た
。

　
同
製
品
は
、
入
力
軸
と
出

力
軸
が
直
交
す
る
ロ
ー
ラ
ギ

ア
カ
ム
を
採
用
し
、
高
精
度

か
つ
高
速
・
高
サ
イ
ク
ル
で

位
置
決
め
可
能
な
メ
カ
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
ユ
ニ
ッ
ト
。

　
カ
ム
に
よ
る
滑
ら
か
な
加

減
速
動
作
に
よ
り
、
高
速
・

高
サ
イ
ク
ル
運
転
が
可
能
な

高
い
運
動
特
性
を
持
ち
、
汎

用
モ
ー
タ
ー
を
駆
動
元
に
使

っ
て
複
数
軸
や
別
機
構
と
の

同
期
連
動
運
転
も
可
能
。
入

力
軸
に
検
出
カ
ム
を
取
り
付

け
る
こ
と
で
、
近
接
ス
イ
ッ

チ
に
よ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
信
号

を
検
出
す
る
こ
と
も
で
き

る
。

　
出
力
軸
を
中
心
に
決
め
ら

れ
た
角
度
の
移
動
、
停
止
を

連
続
し
て
行
い
、
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
動
作
、
オ
シ
レ
ー
ト
動

作
の
２
つ
の
モ
ー
シ
ョ
ン
を

選
択
で
き
る
。

産業用フルSiCパワー半導
体モジュールNXタイプ

「MLS」

アズビルと関西電力
AI活用の設備異常検知システム

AIモデル自動構築へ機能拡張
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アをアップデートするとCODESYS V3.5環境を使え
るようになる。

■�パナソニック、家電リサイクル進化に向け「エアコ
ン室外機外装自動分解システム」開発

　パナソニックホールディングスマニュファクチャリ
ングイノベーション本部は、パナソニックエコテクノ
ロジー関東と三菱マテリアルと協力し、エアコンの分
解工程において、室外機をロボットで分解する「エア
コン外装自動分解設備」と分解に必要な情報を蓄積す
る「分解データベース」による「エアコン室外機外装
自動分解システム」を開発した。
　現在、リサイクル工場には年間369万台のエアコン
が持ち込まれ、室外機は熱交
換器、コンプレッサー、制御
基板などの部品を手作業で分
解・回収した後にシュレッダ
ーによる破砕、素材選別を実
施している。それに対して同
システムは、AIを活用した認
識技術と、正確な位置決め制御、人の手技を再現する
ロボット制御技術を用いてエアコン室外機外装のビス
外しとカバー外しを自動で行う「エアコン外装自動分
解設備」を開発。エアコン室外機をカメラで撮影し、
汚れやサビがあるビスをAIを用いて正確に見つけ出
し、ドライバーを備えたロボットアームでビスを外し
た後、把持ハンドでカバーの嵌め込みを外して分解。
これにより分解工程の一部の自動化を実現した。

■�コンテック、技術コラム「リモートI/Oとソフトウ
エアPLCで工場のIoT化を実現」公開

　コンテックは、同社WEBサイトで技術コラム「リ
モートI/OとソフトウエアPLCで工場のIoT化を実
現」を公開した。近年注目を集めるリモートI/Oとソ
フトウエアPLCについて、リモートI/Oとソフトウエ
アPLCの基礎知識、それらが注目される背景、活用
事例を解説している。

■�リタール、ドイツ・ハノーバーメッセ2023の出展
レポート特設ページを公開

　リタールは、4月16日から21日にかけてドイツ・ハ
ノーバーで行われた世界最大級の産業国際見本市・ハ
ノーバーメッセについて、リタールとEPLANは姉妹
会社としてFriedhelm Lohグループのブースに出展
し、その様子を紹
介する特設ページ
を公開した。ブー
スと展示内容を解
説と画像付きでま
とめており、ヨー
ロッパでの制御盤
の設計・製造の効率化、デジタル化の進捗具合などを
解説している。

■�ソルトン、製品コラムのミニ連載「スリップリング
の豆知識」を開始。第1回を公開

　ソルトンは、同社WEBサイトで製品コラムのミニ
連載「スリップリングの豆知
識」を開始した。第1回は「ス
リップリングの形状について」
取り上げ、軸単型（シャフトエ
ンドタイプ）スリップリングと
中空型（スルーシャフトタイ
プ）スリップリングの2種類のスリップリングの形状
について解説している。

■�サトーパーツ、豆知識コラム「ツマミのお話あれこ
れ　-1」を公開

　サトーパーツは、同社WEB内「サトーパーツの部
屋」で、豆知識コラム「ツマミのお話あれこれ　-1」
を公開した。電気機器に付いている、手で回すツマミ
について、その構造と機能を技術的に深掘りして解説
している。

■�オムロン、シミュレーションソフト「Sysmac�Stu�
dio」に新機能「ワーク動作設定の簡易化」を追加

　オムロンは、3Dシミュレーションソフト「Sysmac 
Studio」の新機能として「ワーク動作設定の簡易化」
を追加した。こ
れまで3Dシミ
ュレーションで
ワークの動きを
作るには、シェ
イプスクリプト
でのプログラミ
ングが必要だっ
たが、設定を行
うだけで設備内でのワークの動きが実現できるように
なった。

■�アズビルとインド工科大学ルールキー校、革新的な
デジタルソリューション共同研究を開始

　アズビルは、インド工科大学ルールキー校と革新的
なデジタルソリューションの共同研究について覚書を
締結した。今後両者
は、互いに関心の高
い分野で共同研究や
インターンシッププ
ロ グ ラ ム を 実 施 す
る。具体的には、共同学術活動、デジタル化促進プロ
ジェクト、専門知識と人材の相互提供、特定の科学、
技術、工学、数学（STEM）分野における人材育成
などを予定している。

■�ロックウェル・オートメーション、調査レポート
「第8回スマートマニュファクチャリング報告書」
公開

　ロックウェル・オートメーションは、グローバルに
おける製造業DX、スマート化の状況をまとめた調査
レポートの第8回目となる「スマートマニュファクチ
ャリング報告書」を公開した。
　同調査では、世界で1000社以上の製造メーカを調
査し、世界の製造業におけるテクノロジの現状、最大
の課題、産業の未来について展望をまとめている。主
なサマリーとして、競合他社に打ち勝つためのテクノ
ロジが不足していると回答した企業が、昨年の調査と
比較して約2倍に増加、調査参加企業の97%が今後1
～2年の間にスマートマニュファクチャリングテクノ
ロジを利用する、または利用する予定があると回答。
製造メーカの3分の2以上が、人員不足への対応にテ
クノロジが非常に役立つ、あるいは非常に役立つと考
えている。機械学習や人工知能を活用する製造メーカ
が昨年比で50%以上増加したなどが挙げられている。
　調査レポートは同社WEBから無料で入手すること
ができる。

■�ワゴジャパン、コントローラ製品がIEC61131-3準
拠の「CODESYS�V3.5」に対応

　ワゴジャパンは、同社のコントローラ製品につい
て 、 フ ァ ー ム ウ エ ア を ア ッ プ デ ー ト に よ っ て
「CODESYS V3.5」に対応する。
　CODESYS V3.5は、世界標準のIEC 61131-3に準

セミナー・イベント情報
■�アドバンテック、10月26-28日に台湾でインダスト
リアルIoTのグローバルイベント

　アドバンテック・インダストリアルIoT事業部は、
2023年10月26～28日、台湾・林口キャンパスで、プ
ライベートイベント「Advantech Industrial-IoT  
World Partner Conference（ワールド・パートナー
・カンファレンス/WPC）」を開催する。
　同イベントは、20以上のフォーラム・ワークショ
ップ、150以上のソリューションブースが設けられ、
世界から300社以上、700人以上が参加する同社のグ
ローバルイベント。スマート製造、グリーンエネルギ
ー、輸送、インテリジェンスファクトリー、産業用
AI、スマートオートメーション、産業用ワイヤレス
など、成長の主要分野へのアドオンイノベーションを
実現するインダストリアルIoTの最新トレンドを紹介
する。

■�中西電機工業、7月7日に愛知県岡崎市でプライベ
ート展「ナカネット展示会」

　中西電機工業は、7月7日に愛知県岡崎市の岡崎中
央総合公園総合体育館武道館
で 、 プ ラ イ ベ ー ト 展 と な る
「ナカネット展示会」を開催
する。今回のテーマは「どう
する　DX・自動化・脱炭素・
生産性品質向上　最新技術が
ここにある」とし、IoTやロボ
ット、脱炭素関連機器など101
社の最新技術を展示する。ま
た9つの無料セミナーも実施す
る。

移転・オープン

■�フエニックス・コンタクト、東京支店と横浜支店を
移転し統合

　フエニックス・コンタクトは、東京支店と横浜支店

を移転・統合し、7月3日から東京支店（村上翼支店
長）を開設した。新住所は東京都港区港南1-6-41、芝
浦クリスタル品川9階、電話は03-6712-3088、FAXは
03-6712-3099

■�サンワテクノス、インドに現地法人設立
　サンワテクノスは、インド・ベンガルール市に現地
法人「サンワテクノスインド」（古川晋平代表）を設
立し、2023年9月1日から営業を開始する。
　ベンガルールは、インドのシリコンバレーといわ
れ、インドでIT
産業が最も盛ん
な都市で、自動
車 、 自 動 車 部
品、工作機械、
航空宇宙などの
製造業も多く進
出している。イ
ンド地域はこれ
までサンワテク
ノスシンガポールで対応していたが、営業拠点の開設
で地域の顧客へ密着した営業活動を展開し、新規市場
への事業拡大を目指す。人員は2人（現地社員1人）
体制。同社の海外拠点はこれで33カ所になり、うち
アジアは27拠点。

■�北陽電機、中国・上海市に現地法人を設立
　北陽電機は、中国・上海市に100%出資の現地法人
「Hokuyo Automatic（Shanghai）Co., Ltd.（北阳

好酷优自动化设备（上海）有限公司）を設立した。オ
フィス住所は、上海市長寧区仙霞路317号　遠東国際
広場B棟1514E室。電話は+86-21-5265-5010

■�東洋技研、北陸営業所の業務部門を本社営業本部に
統合。連絡先を変更

　東洋技研は、北陸営業所について、6月21日付で固
定電話を廃止して受注窓口・連絡先を本社営業本部に
統合した。新たな受注窓口・連絡先は、窓口は東洋技
研株式会社営業本部、住所は長野県岡谷市長地権現町
4-8-7、電話番号は0266-75-5775、FAXとメールアド
レスは変更なし。同エリアの営業活動は引き続き北陸
営業所が行う。

拠したPLCプロ
ジェクトエンジニ
アリングのための
メーカー非依存型
ソフトウエアプラ
ットフォーム。す
でにCC100コン
トローラでは対応
していたが、この
ほ ど 「 P F C 2 0 0 
G2シリーズ」や
「Edgeコントロ
ーラ」、「タッチ
パネルTP600」
でもファームウエ

Base（エフ・エム・ベース）」を、NEC我孫子事業
場（千葉県我孫子市）に新設する。稼働開始は2024
年5月を予定。
　同施設には実際に工場で使用されているクリーンル
ーム・空調・純水製造・排水、薬品供給などの設備を
配置し、熟練者の経験をもとに体験型の教育プログラ
ムを行うことで設備間の関係性を理解した上で施設全
体の管理・運用方法を習得することが可能となり、従
来手法のOJTと比べ習熟期間の半減を実現する。
　また設備の効率的な運転、DX導入による省人化、
省エネを意識した工場の管理・運用に向けてNECの
さまざまなソリューションも活用し、DX化の取り組
みを加速する。

■�オリエンタルモーター、「New�Motion」112号を
発行

　オリエンタルモーターは、新
製品情報や技術情報、展示会や
イベント情報、技術セミナー案
内など最新情報を掲載する冊子
「New Motion」の112号を発
行・公開した。
　最新号では、特集としてオリ
エンタルモーターフェア2023開
催のほか、新製品情報として
DGⅡシリーズAZXシリーズ搭載、AZXシリーズ
600W、AZシリーズコネクタタイプギヤードタイ
プ、自動化に応える電動グリッパ～産業用ロボットの
最新動向～などを掲載している。

■�フジコン、同社製品の取扱代理店一覧を公開
　フジコンは、同社製品を取り扱っている全国の販売
代理店一覧を公開した。国内向けは菱電商事や高木商
会、サンワテクノス、加賀電子など31社、海外輸出
代理店はサンワテクノスなど3社となっている。

■�日東工業、Gakkenと共同で小学生向け学習まんが
「電気を安全に使えるひみつ」を発行

　日東工業は、Gakkenの小学生向け学習まんが書籍
「まんがでよくわかるシリーズ」について、「電気を
安全に使えるひみつ」をGakkenと共同で制作した。
　同書は。いろいろな所
で使われている電気を安
全に安心して使うための
仕組みや歴史などをわか
りやすく掲載しており、
知識を幅広く得ることが
でき、Gakkenを通じて
公益社団法人日本PTA全
国協議会の推薦を受けて全国約2万の小学校（特別支
援学校含む）、約3200の公立図書館、約800の児童館
に2万5000部寄贈された。

■�NECファシリティーズ、工場施設運営の体験型研
修施設をNEC我孫子事業所内に新設

　NECファシリティーズは、半導体工場や電子部品
の製造工場のアウトソーシング事業の強化に向け、工
場施設運営における熟練技術の承継とDX活用の価値
評価・検証を行う体験型の社員向け研修施設「FM-
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の

標
準
搭
載
で
、
６
７
０
０
万
パ
ル
ス
／
回
転
を

超
え
る
高
分
解
能
製
品
も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ

て
き
て
お
り
、
位
置
決
め
整
定
時
間
を
大
幅
に

短
縮
し
、
高
精
度
な
位
置
決
め
や
微
細
加
工
を

可
能
に
し
て
い
る
。
整
定
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
は
、
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
り
、
機
械
・

シ
ス
テ
ム
の
生
産
性
が
向
上
す
る
。

　
ま
た
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
制
御
に
関
し
て

は
、
指
令
応
答
特
性
を
高
め
る
フ
ィ
ー
ド
フ
ォ

ワ
ー
ド
機
能
（
Ｆ
Ｆ
機
能
）
と
、
外
乱
抑
制
特

性
を
高
め
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
（
Ｆ
Ｂ
制

御
）
が
あ
る
が
、
Ｆ
Ｆ
制
御
と
Ｆ
Ｂ
制
御
を
完

全
に
分
離
し
て
制
御
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
、

２
自
由
度
制
御
方
式
を
搭
載
し
た
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
も
使
わ
れ
て
い
る
。
両
制
御
を
完
全
に
分
離

す
る
こ
と
で
、
よ
り
高
速
・
高
精
度
な
モ
ー
タ

制
御
が
実
現
す
る
。
例
え
ば
電
子
部
品
実
装
機

で
は
、
部
品
搭
載
ヘ
ッ
ド
の
振
動
を
抑
え
た
高

速
実
装
タ
ク
ト
の
実
現
や
、
金
属
加
工
機
で

は
、
摩
擦
や
粘
性
の
影
響
を
少
な
く
し
、
切
断

面
を
滑
ら
か
に
す
る
と
い
っ
た
高
精
度
な
加
工

が
実
現
で
き
る
。
さ
ら
に
、
１
台
の
ア
ン
プ
で

最
大
３
台
（
３
軸
）
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
が
で
き

る
機
種
も
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
。

◇
　
◇

　
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
ン
プ
の
診

断
機
能
を
使
っ
た
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
予
知
診
断

機
能
で
あ
る
。
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
稼
働
時
間
な

ど
を
計
測
し
て
、
故
障
な
ど
を
予
知
す
る
こ
と

で
稼
働
停
止
な
ど
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
止
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
小
型
化
の
一
環
と
し
て
動
力
と

信
号
を
ひ
と
つ
の
コ
ネ
ク
タ
で
接
続
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
コ
ネ
ク
タ
の
ス
ペ
ー
ス
削

減
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
実
現
し
て
い
る
。

　
小
型
・
軽
量
化
で
は
、
サ
ー
ボ
ド
ラ
イ
ブ
が

必
要
と
す
る
ト
ル
ク
を
直
接
供
給
す
る
ダ
イ
レ

ク
ト
ド
ラ
イ
ブ
（
Ｄ
Ｄ
）
モ
ー
タ
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。
Ｄ
Ｄ
モ
ー
タ
は
、
減
速
機
、
ベ
ル
ト

な
ど
の
中
間
機
構
を
介
さ
ず
に
モ
ー
タ
と
機
械

を
直
接
接
合
し
、
動
力
・
動
作
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
薄
型
・
コ
ン
パ
ク
ト
化

で
シ
ン
プ
ル
構
造
が
可
能
に
な
る
。
減
速
機
な

ど
を
使
用
し
な
い
こ
と
で
特
に
低
速
で
の
駆
動

が
安
定
し
て
い
る
こ
と
や
、
減
速
機
の
歯
車
か

ら
発
生
す
る
微
振
動
や
音
も
無
く
な
り
、
静
か

で
周
囲
環
境
に
も
優
し
い
。

　
当
然
な
が
ら
、
減
速
機
な
ど
の
メ
カ
機
構
が

な
い
こ
と
で
、
摩
耗
や
歯
車
の
か
み
合
わ
せ
ず

れ
に
よ
る
位
置
精
度
誤
差
や
故
障
の
発
生
と
い

っ
た
ト
ラ
ブ
ル
の
要
因
も
減
ら
せ
る
こ
と
に
な

り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
軽
減
、
低
コ
ス
ト

や
省
資
源
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
に
も
つ
な
が
る
。

最
近
注
目
の
２
軸
一
体
型
Ｄ
Ｄ
モ
ー
タ
で
は
、

モ
ー
タ
中
央
部
に
２
つ
の
独
立
し
た
回
転
軸
を

持
た
せ
る
こ
と
で
別
々
の
動
作
を
同
時
に
行
う

こ
と
が
可
能
に
な
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
リ
ン

グ
な
ど
に
有
効
だ
。
２
軸
の
ア
ン
プ
を
使
用
す

れ
ば
制
御
盤
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
も
図
れ
る
。

　
リ
ニ
ア
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
動
向
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。
回
転
型
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
と
ボ
ー
ル
ね

じ
と
の
組
み
合
わ
せ
に
比
べ
、
推
力
が
大
き

く
、
短
ス
ト
ロ
ー
ク
移
動
で
加
減
速
の
繰
り
返

し
な
ど
に
強
み
を
発
揮
で
き
る
。
特
に
、
小
型

で
速
い
動
き
が
求
め
ら
れ
て
い
る
機
械
な
ど
に

最
適
で
あ
る
。
リ
ニ
ア
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
で
は
、

高
シ
ョ
ッ
ト
往
復
運
転
の
リ
ニ
ア
ア
ク
チ
ュ
エ

ー
タ
が
半
導
体
テ
ス
ト
ハ
ン
ド
ラ
装
置
な
ど
に

よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
新
た
に
Ｚ
軸
制
御

で
き
る
よ
う
に
し
た
開
発
も
進
ん
で
い
る
。

　
一
方
、
Ｄ
Ｄ
モ
ー
タ
同
様
、
ダ
イ
レ
ク
ト
ド

ラ
イ
ブ
と
し
て
使
用
す
る
ボ
イ
ス
コ
イ
ル
モ
ー

タ
の
動
向
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ボ
イ
ス
コ
イ

ル
モ
ー
タ
は
、
小
型
・
小
容
量
で
、
高
応
答
性

と
高
精
度
位
置
決
め
、
推
力
制
御
な
ど
、
サ
ー

ボ
同
様
の
動
き
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
半
導
体

製
造
装
置
の
先
端
部
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
い
ま
の
と
こ
ろ
海
外
メ
ー
カ
ー
が
販
売

し
、
国
内
メ
ー
カ
ー
は
ま
だ
手
掛
け
て
い
な
い

が
、
そ
の
特
徴
が
評
価
さ
れ
れ
ば
、
新
し
い
モ

ー
タ
と
し
て
採
用
が
見
込
ま
れ
る
。

◇
　
◇

　
今
後
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
利
用
領
域
を
拡
大

す
る
う
え
で
モ
ー
タ
が
セ
ン
サ
の
役
割
を
果
た

し
な
が
ら
、
機
械
装
置
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー

タ
を
検
出
し
な
が
ら
同
期
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン

に
携
わ
る
人
が
減
少
す
る
中
で
、
装
置
の
状

態
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
動
作
や
稼
働
状
態
を
常

時
把
握
し
て
、
異
常
検
知
や
突
発
的
な
故
障
や

停
止
を
防
ぐ
こ
と
は
「
止
ま
ら
な
い
工
場
」
を

実
現
す
る
う
え
で
も
大
き
な
鍵
に
な
る
。

　
ま
た
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
を
つ
な
ぐ
モ
ー
シ
ョ

ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
も
増
し
て
い
る
。

特
に
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
と
つ
な
が
る
エ
ン
コ
ー
ダ

と
の
通
信
線
に
各
種
セ
ン
サ
や
Ｉ
／
Ｏ
機
器
な

ど
接
続
す
る
こ
と
で
、
省
配
線
化
と
エ
ン
コ
ー

ダ
と
同
期
し
た
セ
ン
サ
デ
ー
タ
の
収
集
も
可
能

に
す
る
動
き
も
出
て
い
る
。
エ
ン
コ
ー
ダ
と
の

通
信
方
式
も
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
各
社
で
異
な
っ
た

規
格
を
使
用
し
て
い
る
が
、
通
信
方
式
は
リ
ニ

ア
エ
ン
コ
ー
ダ
で
は
公
開
し
て
い
る
が
、
ロ
ー

タ
リ
ー
エ
ン
コ
ー
ダ
で
は
原
則
非
公
開
と
な
っ

て
い
る
。

　
セ
ー
フ
テ
ィ
へ
の
対
応
も
進
ん
で
い
る
。
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
や
段
取
り
替
え
な
ど
の
通
常
運
転

以
外
の
作
業
で
も
効
率
も
上
げ
る
た
め
に
、
機

械
装
置
を
止
め
な
い
で
、
安
全
に
動
か
し
な
が

ら
作
業
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
は
セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ス

テ
ム
へ
の
対
応
だ
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
に
関
連
す

る
規
格
と
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
８
４
９
―
１
、

Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
１
５
０
８
シ
リ
ー
ズ
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
２

０
６
１
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０
２
０
４
―
１
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ

６
１
８
０
０
―
５
―
２
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の

う
ち
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０
２
０
４
―
１
は
、
機
械
の
電

気
装
置
に
関
す
る
要
求
事
項
を
定
め
た
規
格

で
、
停
止
の
制
御
機
能
に
つ
い
て
定
義
さ
れ
て

い
る
。

　
可
変
速
ド
ラ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
機
能
安
全
規

格
で
あ
る
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
１
８
０
０
―
５
―
２
へ
の

対
応
も
行
わ
れ
て
い
る
。
安
全
規
格
へ
の
対
応

は
特
に
、
自
動
車
製
造
関
連
の
用
途
で
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
各
社
の
ほ

と
ん
ど
が
対
応
を
行
っ
て
お
り
、
最
高
安
全
認

証
レ
ベ
ル
「
Ｐ
Ｌ
ｅ
／
Ｓ
Ｉ
Ｌ
３
」
を
ク
リ
ア

し
て
い
る
製
品
も
多
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
厳
し
い
環
境
下
で
も
使
用
で
き

る
よ
う
保
護
構
造
Ｉ
Ｐ
65
な
ど
を
標
準
採
用
し

た
タ
イ
プ
や
、
Ｉ
Ｐ
67
対
応
品
も
増
え
て
い

る
。

　
低
剛
性
へ
の
対
応
も
ポ
イ
ン
ト
で
、
特
に
高

速
応
答
が
必
要
な
マ
シ
ン
ボ
ン
ダ
ー
や
、
低
剛

性
メ
カ
ニ
ッ
ク
を
低
振
動
で
高
速
駆
動
し
た
い

取
り
出
し
ロ
ボ
ッ
ト
、
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　
人
手
不
足
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
中
で
人

の
介
在
を
極
力
減
ら
す
取
り
組
み
は
今
後
さ
ら

に
顕
著
に
な
っ
て
く
る
だ
け
に
、
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
の
用
途
が
拡
大
す
る
の
は
確
実
だ
。

ロ
ボ
ッ
ト
、半
導
体
製
造
装
置
向
け
中
心
に
け
ん
引

コ
ス
ト
と
納
期
対
応
へ 

進
む
生
産
の
国
内
回
帰

高速・高精度加え、使い易さも重視



（5）　　　２０２３年（令和５年）７月５日

　
安
川
電
機
は
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
ト

ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
業
界
を
リ
ー
ド

　
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

は
、
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム
「
Ａ
３
シ

リ
ー
ズ
」
の
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
対
応
を
近

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
お
け
る
サ
ー
ボ

モ
ー
タ
の
ケ
ー
ブ
ル
接
続
に
使
用
さ
れ

る
コ
ネ
ク
タ
は
、
メ
ー
ト
ル
ね
じ
式
の

丸
型
コ
ネ
ク
タ
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

サ
ー
ボ
モ
ー
タ 

主
要
各
社
の
製
品
紹
介

デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
実
現

安川電機

https://www.yaskawa.co.jp

ＡＣサーボドライブ
「Σ―Ⅹシリーズ」

し
て
い
る
が
、
２
０
２
１
年
３
月
か
ら

は
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
の
新
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
「
Σ
‐
Ⅹ

（
シ
グ
マ
・
テ
ン
）
」
を
販
売
中
だ
。

　
「
Σ
‐
Ⅹ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
モ
ー
シ

ョ
ン
機
能
を
強
化
し
、
速
度
応
答
周
波

数
を
従
来
シ
リ
ー
ズ
（
Σ
‐
７
）
の
３

・
１
ｋ
㎐
か
ら
３
・
５
ｋ
㎐
に
高
め
、

指
令
に
対
す
る
追
従
性
を
向
上
さ
せ

た
。
ま
た
、
モ
ー
タ
最
高
回
転
速
度
も

６
０
０
０
ｍ
ｉ
ｎ
―
１
か
ら
７
０
０
０

ｍ
ｉ
ｎ
―
１
に
上
げ
て
、
タ
ク
ト
タ
イ

ム
の
短
縮
を
実
現
。

　
さ
ら
に
、
エ
ン
コ
ー
ダ
分
解
能
も
24

ｂ
ｉ
ｔ
（
１
６
０
０
万
パ
ル
ス
／
回

転
）
か
ら
、
26
ｂ
ｉ
ｔ
（
６
７
０
０
万

パ
ル
ス
／
回
転
）
と
、
１
回
転
あ
た
り

分
可
能
が
４
倍
と
な
り
、
高
精
度
化
し

て
い
る
。

　
搭
載
装
置
の
性
能
を
最
大
限
引
き
出

す
サ
ー
ボ
調
整
機
能
も
、
最
大
１
０
０

倍
の
負
荷
（
従
来
30
倍
）
ま
で
「
調
整

レ
ス
」
、
剛
性
の
低
い
装
置
向
け
の

「
ア
ド
バ
ン
ス
オ
ー
ト
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
」
、
負
荷
変
動
の
大
き
な
装
置
向
け

の
「
ワ
ン
パ
ラ
メ
ー
タ
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
」
な
ど
を
用
意
。

　
そ
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
活
用

や
Ｄ
Ｘ
化
に
向
け
、
各
種
セ
ン
サ
と
接

続
し
て
、
モ
ー
タ
の
制
御
デ
ー
タ
と
外

部
の
セ
ン
サ
デ
ー
タ
を
時
間
同
期
さ

せ
、
装
置
の
変
化
や
異
常
な
ど
を
検
出

で
き
る
機
能
も
搭
載
し
、
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
が
セ
ン
サ
の
役
割
を
果
た
す
。
セ
ン

サ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Σ
‐
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

Ⅱ
」
に
よ
り
、
エ
ン
コ
ー
ダ
信
号
線
に

各
種
セ
ン
サ
や
Ｉ
／
Ｏ
機
器
の
な
ど
の

機
械
側
に
設
置
さ
れ
る
機
器
を
接
続
可

能
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
省
配
線
化

フエニックス・コンタクト

https://www.phoenixcontact.com/ja-jp/

メートルねじ式丸型コネクタ

そ
の
ニ
ー
ズ
は
国
内
市
場
で
も
徐
々
に

高
く
な
っ
て
い
る
。

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
は
、

各
種
タ
イ
プ
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
に
適
し

た
メ
ー
ト
ル
ね
じ
式

丸
型
コ
ネ
ク
タ
を
各

種
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
電
源
／
信

号
／
通
信
を
１
つ
の

コ
ネ
ク
タ
内
で
接
続

す
る
こ
と
で
省
配
線

化
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
Ｍ
40
／
23
サ
イ

ズ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

コ
ネ
ク
タ
や
、
小
型

機
器
向
け
の
電
源
用

Ｍ
12
コ
ネ
ク
タ
（
Ｋ

／
Ｌ
／
Ｍ
コ
ー
ド
）
な
ど
、
新
し
い
コ

ン
セ
プ
ト
の
モ
ー
タ
設
計
に
幅
広
く
対

応
し
て
い
る
。

　
機
器
と
の
ケ
ー
ブ
ル
接
続
時
も
、
簡

単
で
確
実
な
着
脱
が
可
能
な
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｃ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
（
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
）
シ
リ
ー

ズ
な
ど
操
作
性
の
高
い
製
品
シ
リ
ー
ズ

を
順
次
拡
充
し
て
い
る
。

　
小
型
の
信
号
・
通
信
用
Ｍ
12
コ
ネ
ク

タ
で
は
Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格
に
準
拠
し
た
プ
ッ

シ
ュ
・
プ
ル
接
続
コ
ネ
ク
タ
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
を
拡
充
し
て
お
り
、
汎
用
性
が

高
く
標
準
化
さ
れ
た
コ
ネ
ク
タ
の
普
及

を
推
進
し
て
い
る
。

　
Ｍ
40
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
コ
ネ
ク
タ
の
仕

様
は
、
６
３
０
Ｖ
Ａ
Ｃ
／
70
Ａ
、
信
号

線
４
＋
電
源
線
４
＋
通
信
（
Ｃ
Ａ
Ｔ

５
）
４
＋
Ｐ
Ｅ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
接

続
。
Ｍ
12
電
源
用
Ｋ
コ
ー
ド
の
仕
様

は
、
６
３
０
Ｖ
Ａ
Ｃ
／
16
Ａ
、
４
＋
Ｐ

Ｅ
。

モ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
内
蔵

ジェイテクトエレクトロニクス

https://www.electronics.jtekt.co.jp/

ＡＣサーボシステム「Ａ３シリーズ」

日
販
売
す
る
。

　
Ａ
３
シ
リ
ー
ズ
は
、
単
相
／
３
相
Ａ

Ｃ
２
２
０
Ｖ
専
用
だ
っ
た
が
、
国
内
の

広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
Ａ
Ｃ
１

０
０
Ｖ
〜
２
３
０
Ｖ
の
ワ
イ
ド
レ
ン
ジ

に
機
能
ア
ッ
プ
す
る
。

　
従
来
の
モ
ー
シ
ョ
ン
動
作
を
設
定
で

き
る
Ｐ
Ｒ
モ
ー
ド
内
蔵
や
優
れ
た
振
動

抑
制
機
能
や
電
子
カ
ム
機
能
、
キ
ャ
プ

チ
ャ
・
コ
ン
ペ
ア
機
能
な
ど
豊
富
な
機

能
は
継
承
し
て
お
り
電
源
ワ
イ
ド
レ
ン

ジ
に
よ
り
更
な
る
使
い
や
す
さ
を
追
求

し
て
い
る
。

　
モ
ー
タ
・
ド
ラ
イ
バ
の
他
各
種
ケ
ー

ブ
ル
類
・
オ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
全
て
在
庫

を
完
備
し
て
お
り
、
即
納
体
制
を
継
続

し
て
い
る
。

　
使
い
や
す
い
ツ
ー
ル
ソ
フ
ト
の
「
Ｋ

Ｓ
Ｄ
―
Ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
」
は
、
オ
ー
ト
チ
ュ

ー
ニ
ン
グ
や
オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
な
ど
の

機
能
が
豊
富
に
準
備
さ
れ
て
お
り
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
無
償
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
。
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途では世界トップシェアを
持っている。パソコン、ス
マートフォンなどの電子機
器用途に加えEV車などを
はじめとした車載電子部品
の増加にともなって需要は
急速に拡大しており、今回の生産能力増強はこれに合
わせたものとなる。
　増産開始は2025年度第4四半期（2026年1～3月）を
予定している。投資額約20億円。

■�テルモ、山梨県昭和町のメディカルケアソリューシ
ョンズカンパニーの甲府工場内に新棟を建設

　テルモは、メディカルケアソリューションズカンパ
ニーの新棟工場を、甲府工場内（山梨県昭和町）に建
設する。投資額は522億円を見込み、2025年度に竣工
を予定している。
　新棟工場は、医療機器と医薬品を組み合わせたコン
ビネーション製品の開発製造受託（CDMO）や、腹
膜透析関連製品の生産を行う予定で、将来のさらなる
増設を見据えた生産スペースも確保する。

■�ASTI、静岡県浜松市北区の浜松工場が稼働
　ASTIは、静岡県浜松市北区大原町に新設した浜松
工場の操業を開始した。同社が国内に工場を新設する
のは11年ぶり。
　同工場は、低炭素社会の実現に資する関連部品の生
産体制と研究開発体制を強化し、技術開発部門と製造
部門が一体となって設計から生産のプロセスを加速さ
せることを目的とする。主な製造品目はバッテリ充電
器、DC/DCコンバータ、車載ラジオなど自社開発製
品のほか、車載用ECU、コントロールユニットなど
の電子ユニットを生産する。二輪車の電動化に向けた
インバータの設計開発も行う。
　またゼロ・エミッション工場として、屋上に1404
枚のパネル、発電量442kWの太陽光発電設備を設置
したほか、貯めた雨水を樹木の散水に利用、壁面緑化
システム、風力と太陽光のハイブリッド街灯、EV車
用充電スタンド、生ごみ処理機による食堂から出る生
ゴミを肥料として再生などを行う。また太陽光発電で
賄いきれない電力は、中部電力「静岡Greenでんき」
を購入し、電力使用に係る排出CO2はゼロとなる。
　鉄骨造陸屋3階建。建築面積は7264平方㍍。延床面
積は1万9166平方㍍。敷地面積は2万2628平方㍍。総
工費は約40億円。

■�EIZO、石川県白山市の本社敷地内に新技術棟を建
設

　EIZOは、石
川県白山市下柏
野町153番地の
本社敷地内に、
映像機器関連事
業の将来成長を
見据え、コアと
なる製品、システム開発と顧客対応力の強化とサステ
ナビリティ推進を目的として新技術棟を建設する。
　新技術棟は、将来の拡張性と汎用性を考慮して延べ
床面積を確保するほか、既存棟のレイアウト変更を含
めて建物とフロア全体レイアウトの最適化、創造的な
仕事と生産性向上に向けた職場環境の構築、サステナ
ビリティ推進を目的とし、既存の倉庫棟を解体した跡
地に建設する。
　またZEB規格を満たす仕様とし、屋上には年間発
電量15万kWhの太陽光発電設備を設定。2026年度中
に敷地内の建物全体でのZEB規格認証取得を目指す。
　投資額は約60億円。延床面積は約1万2814平方㍍の
鉄骨地上6階建。着工予定は2023年12月。竣工予定は
2025年1月。稼働開始予定は2025年2月。

■�ジオマテック、兵庫県赤穂市の赤穂工場で次世代半
導体実装用特殊キャリアHRDP用薄膜の生産能力増
強

　ジオマテックは、三井金属鉱業が事業化を推進して
いる次世代半導体実装用特殊キャリア「HRDP」向け
薄膜について、兵庫県明石市の赤穂工場での生産能力
を増強する。
　HRDPは、L/S＝2/2μm以下の超高密度設計を実
現できる特殊キャリアで、三井金属はHRDPを適用し
た次世代半導体パッケージ開発を本格的に進めてい
る。同社はこれを受け、赤穂工場に薄膜用装置と付帯
設備ほか9億円の設備投資を行い、生産能力を現在の
2倍に引き上げる。

■�ユニオンツール、新潟県見附市に見附第三工場建
設。超硬エンドミルの生産強化

　ユニオンツールは、新潟県見附市の見附工場敷地内
に第三工場建屋を建設する。
　同工場は、超硬エンドミル専用工場として既に工場
建屋2棟を有し、標準品の産出量拡大のほか、工具性
能の向上、被削材・加工方法の多様化への対応を進め
ている。今回の第三工場建設により、既存品の量産拡
大に加え、Valueシリーズをはじめとする新製品の投
入加速とユーザー向け特殊品の対応力の強化を図る。
　第三工場の建屋は地上2階建て鉄筋コンクリート、
延床面積は6599平方㍍。工事期間は2023年6月から
2024年5月末まで）。建設費用は26億円。

■�王子製紙、鳥取県米子市の米子工場に木質由来エタ
ノール・糖液のパイロット製造設備を導入

　王子製紙は、鳥取県米子市の米子工場に木質由来エ
タノール・糖液のパイロット製造設備を導入する。
　同社は木材を生かした「木質由来の新素材」の開発
を進めており、航空業界向けSAFや化学業界におけ
る基礎化学品製造に利用できる「木質由来エタノー
ル」、さまざまなバイオものづくりの基幹原料となる
「木質由来糖液」のニーズ拡大が見込まれている。
　今回、パイロット製造設備を導入することで、実用
化を見据えたユーザーに向けて大量のエタノール・糖
液提供を実施し、2030年時目標のエタノールとして
10万kL供給に向けた事業化の取り組みを加速させて
いく。製紙工場内に設置することで既存のパルプ製造
ラインが活用でき、工程から副産物として得られる
「リグニン」をバイオマスエネルギーとして利用もで
きる。これによって二酸化炭素発生量を抑えたエタノ
ール製造、糖液製造も可能となる。稼働時期は2024
年度後半。

■�積水化学工業、滋賀県甲賀市の滋賀水口工場でポリ
ビニルアセタール樹脂の生産能力を増強

　積水化学工業の高機能プラスチックスカンパニー

国内

工場新設・増設、設備投資情報 � オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/factory/

海外

■�ニデック、セルビアノヴィ・サド市に車載用モータ
と車載用インバータ・ECU製造の新工場2拠点を開
設

　ニデックは、セルビア共和国ノヴィ・サド市に、車
載用モータを製造するニデックエレクトリックモータ
・セルビア、車載向けインバータとECU量産のニデ
ックエレシスヨ
ーロッパを設立
した。今後グル
ープ会社の複数
事業も現地に進
出する予定で、
将来的には欧州域内の電気自動車向けトラクションモ
ータシステム「E-Axle」の量産も視野に、サプライ
ヤーの誘致活動も推進しており、欧州市場に向けた車
載モータの産業クラスターを構築する。
　ニデックエレクトリックモータ・セルビアの敷地総
面積は5万9760平方㍍。ニデックエレシスヨーロッパ
の敷地総面積は3万6000平方㍍。

■�エンプラス、ベトナムビンフック省の第三タンロン
工業団地にICソケット組立の新工場開設

　エンプラスは、世界的な半導体需要の増加に対し、
顧客ニーズや市場変化へ迅速に対応するため、ベトナ
ムビンフック省第三タンロン工業団地にICソケット
の組立工場を開設した。延床面積は2500平方㍍。

■�ローランドディー.ジー.、タイにデンタル製品とデ
ジタルファブリケーションの新工場棟が稼働

　ローランドディー.ジー.は、製造子会社Roland 
Digital Group（Thailand）Ltd.で量産工場のタイ工
場の新棟が完成し稼働を開始した。
　新工場はデンタル製品とデジタルファブリケーショ
ン製品の生産を担い、現在本社で行われているサービ
スパーツなどの管理・出荷業務は12月開始を目標に
移管を進めている。面積は6600平方㍍。生産エリア
面積は4410平方㍍の鉄骨造1階建て。投資金額は約4
億5600万円。

■�クラシエ薬品、中国山東省威海市に漢方薬の原料製
造の新工場

　クラシエ薬品は、中国山東省威海市に、漢方薬の原

■�アイチコーポレーション、群馬県玉村町に新工場建
設に向けた用地を取得

　アイチコーポレーションは、群馬県佐波郡玉村町の
高崎玉村スマートIC北地区工業団地の新工場建設に
向けた用地を取得する。敷地面積は3万3000平方㍍。

■�明治、北海道川西郡芽室町の十勝工場にメタン発酵
ハイブリッド処理装置を導入。メタンバイオガスを
エネ利用

　明治は、北海道河西郡芽室町の十勝工場に、チーズ
生産時に発生するホエイ（乳清）残さをメタン発酵し
て排水処理する設備を導入す
る。これにより十勝工場の年間
産業廃棄物量の54％削減とCO2

排 出 量 の 5 . 9 ％ 削 減 を 見 込 む
（2021年度比）。
　同設備は、チーズ生産時の副
産物であるホエイからホエイプ
ロテインパウダーを製造する際に発生するパーミエイ
ト（膜ろ過透過液）をメタン発酵処理する設備。メタ
ン発酵と既設好気処理の並列ハイブリッド仕様の設備

とすることで、発生するメタンバイオガスを工場内の
エネルギーとして利用でき、既設の排水処理設備の電
力量の低減が可能となる。
　2023年6月に着工し、2024年4月に稼働を予定。投
資額は約9.4億円。

■�エネックス、石川県加賀市の加賀工場の敷地内にア
ルコール防腐剤の新生産棟

　エネックスは、石川県加賀市の加賀工場の敷地内
に、食品工場や飲食店向けのアルコール防腐剤を生産
する新棟を建設する。
　新棟は、高濃度アルコール等の危険物を取り扱う機
能（危険物製造所）を有し、北陸で唯一、アルコール
防腐剤を生産できる工場となる。高濃度アルコールを
主原料として各種材料を混合してアルコール防腐剤の
生産を行っていく。また、より多くの危険物の取り扱
いが可能となり、危険物に該当する製品の増産体制を
構築し、開発から生産までを一元的に実施することで
より多くの受託生産を行っていく。
　敷地面積は1万6296.08平方㍍。建築面積は1235.08
平方㍍。

料となる生薬の刻み工程と原薬であるエキス粉末の製
造と生薬保管を行う新工場を開設した。
　現在同社は、中国山東省青島市と大阪府高槻市の工
場でエキス粉末の製造を行い、富山県高岡市の工場で
細粒剤や錠剤などの製剤化と最終製品の包装を行って
いる。今後の医療用漢方薬と一般用漢方薬の国内需要
拡大を見据え、中国でエキス粉末の製造プラントを増
設し、漢方薬の供給体制を増強する。
　生産品目は、葛根湯エキス粉末、人参養栄湯エキス
粉末、補中益気湯エキス粉末など。生産能力はエキス
粉末を年間最大400トン、生薬保管能力は約3200ト
ン。敷地面積は6万6517平方㍍。延床面積は2万8705
平方㍍。建築面積8090平方㍍。

■�MeijSeikaファルマ、インドに医薬品受託の製造棟
が竣工

　MeijSeikaファル
マは、インド子会社
のメドライク傘下の
アドコック・イング
ラム・ファルマ・プ
ラ イ ベ ー ト に つ い
て、ベンガルール市
に医薬品製造受託事
業の生産能力増強を目的とした製造棟を竣工した。
　アドコック・イングラム・ファルマ・プライベート
は、アドコック・イングラムの完全子会社として
2021年に設立。アドコック・イングラムはメドライ
クと南アフリカのアドコック・イングラム・ホールデ
ィングスとの合弁会社として設立された医薬品製造受
託会社（CMO）。新製造棟は、延床面積7878平方㍍の地
上3階建て。錠剤7億5000万錠、サシェ剤7500万包、ボ
トル400万本の生
産能力を有する。
南アフリカのアド
コック・イングラ
ム・グループから
の受託による医薬
品製造に加え、グ
ループ外の他社に
向けた製造も行う
予定。敷地面積は
約8000平方㍍。延
床面積は約7878
平方㍍。建設費用
は、22.1億円。

は、滋賀水口工場
（滋賀県甲賀市水
口町泉1259の）
でポリビニルアセ
タール樹脂の生産
能力を増強する。
　ポリビニルアセ
タール樹脂は各種
バインダー、接着
剤、インク、塗料
など幅広い用途で
使われ、同社は電
子部品向けセラミ
ックバインダー用
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株
式
会
社
才
流
の
岸
田
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

５
類
感
染
症
に
移
行
さ
れ
、
街
や

イ
ベ
ン
ト
に
も
賑
わ
い
が
戻
っ
て

き
ま
し
た
ね
。
先
日
、
秋
葉
原
を

訪
問
し
た
の
で
す
が
、
海
外
か
ら

の
旅
行
客
も
た
く
さ
ん
見
か
け
ま

し
た
。
今
後
の
経
済
活
動
の
活
性

化
も
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
企
業
活
動
と
し
て
は
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
か
ら
出
社
へ
の
回
帰
、
展

示
会
出
展
の
再
開
な
ど
、
従
来
の

活
動
に
戻
る
動
き
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方

で
、
Ｗ
ｅ
ｂ
面
談
や
デ
ジ
タ
ル
を

活
用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動

の
よ
う
な
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
変
化

を
そ
の
ま
ま
適
応
し
て
い
る
部
分

も
多
く
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
は
ま
す

ま
す
発
展
し
、
Ｂ
to
Ｂ
製
造
業
で

も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
に
取
り

組
む
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
業
界
特
有
の
商
習
慣
が
あ

る
こ
と
か
ら
「
一
般
的
な
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
話
は
自
分
た
ち
に
は

し
っ
く
り
こ
な
い
」
と
感
じ
た
こ

と
が
あ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
Ｂ
to
Ｂ
製
造

業
に
特
化
し
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
役
割
と
効
果
的
な
施
策
に
つ

い
て
解
説
し
ま
す
。

■�

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
自
社
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
判
定
す
る

　
本
記
事
で
は
、
Ｂ
to
Ｂ
製
造
業

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
３
つ
の
パ

タ
ー
ン
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

最
適
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
に

つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
以
下
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
を
使
っ
て
、
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
パ
タ
ー
ン
を
判
定
し
て

く
だ
さ
い
。

●�

質
問
１
：
商
材
の
単
価
が
20
万

円
以
上
か

●�

質
問
２
：
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
品

か
、
規
格
品
か

●�

質
問
３
：
新
規
顧
客
の
開
拓
が

中
心
か
、
既
存
顧
客
の
リ
ピ
ー

ト
が
中
心
か

■ 

パ
タ
ー
ン
Ａ
：
高
単
価
・
案
件

獲
得
型

　
パ
タ
ー
ン
Ａ
は
、
い
わ
ゆ
る
設

備
投
資
の
案
件
を
獲
得
す
る
た
め

の
取
り
組
み
に
該
当
し
ま
す
。
商

材
と
し
て
は
ハ
ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
自
動
化
設
備
、
顕
微
鏡
、
レ

ー
ザ
ー
マ
ー
カ
ー
、
産
業
用
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
商
材
も
高
単
価
の
た

め
、
顧
客
と
の
商
談
は
複
数
回
に

わ
た
り
ま
す
。
商
材
の
理
解
か
ら

技
術
仕
様
の
確
認
、
デ
モ
や
実
機

確
認
な
ど
、
検
討
に
数
か
月
、
数

年
か
か
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
多
く

あ
る
で
し
ょ
う
。

　
新
規
案
件
を
獲
得
し
つ
づ
け
る

こ
と
が
必
要
な
の
で
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
活
動
も
営
業
に
案
件
を
供

給
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
大
切
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
初
回
接
触
か
ら
商
談
化

ま
で
一
年
以
上
の
期
間
を
要
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
定
期
的
な

情
報
発
信
を
通
じ
て
顧
客
の
検
討

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず
に
把
握

し
、
営
業
へ
連
携
し
ま
し
ょ
う
。

　
パ
タ
ー
ン
Ａ
の
場
合
は
、
以
下

の
よ
う
な
施
策
に
優
先
的
に
取
り

組
む
の
が
効
果
的
で
す
。

● 

認
知
・
リ
ー
ド
獲
得
（
展
示
会

へ
の
出
展
、
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
業
界
メ
デ
ィ
ア

の
活
用
）

●
製
品
サ
イ
ト
の
Ｃ
Ｖ
率
の
改
善

● 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト
、
Ｌ
Ｐ

の
構
築

● 

メ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
反

応
が
あ
っ
た
顧
客
へ
の
フ
ォ
ロ

ー
（
イ
ン
サ
イ
ド
セ
ー
ル
ス
）

● 

ノ
ウ
ハ
ウ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
、
事
例

ウ
ェ
ビ
ナ
ー

●
Ｓ
Ｆ
Ａ
の
導
入
と
案
件
管
理

　
パ
タ
ー
ン
Ａ
は
、
商
材
の
単
価

に
加
え
て
、
サ
ポ
ー
ト
や
保
守
部

品
な
ど
も
含
め
た
顧
客
生
涯
価
値

（
Ｌ
Ｔ
Ｖ
）
も
高
く
、
リ
ー
ド
獲

得
単
価
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
１
０
０
万
円
以

上
の
商
材
で
あ
れ
ば
、
リ
ー
ド
獲

得
単
価
が
数
万
円
に
な
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
リ
ー
ド
を
獲
得
し
た
年

度
に
受
注
に
つ
な
が
ら
ず
、
次
年

度
以
降
に
購
入
す
る
ケ
ー
ス
も
多

く
あ
り
ま
す
。
リ
ー
ド
獲
得
と
あ

わ
せ
て
メ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
イ
ン
サ
イ
ド
セ
ー
ル
ス
で
定
期

的
な
接
点
を
構
築
し
、
商
談
化
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
安
定
的
に
営
業
へ

案
件
を
供
給
で
き
る
状
態
を
つ
く

る
の
が
重
要
で
す
。

■ 

パ
タ
ー
ン
Ｂ
：
低
単
価
・
案
件

獲
得
型

　
パ
タ
ー
ン
Ｂ
は
、
商
材
の
単
価

は
パ
タ
ー
ン
Ａ
ほ
ど
高
く
な
い
も

の
の
、
顧
客
ご
と
に
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
が
必
要
で
、
新
規
顧
客
を
開
拓

し
つ
づ
け
る
必
要
が
あ
る
ビ
ジ
ネ

ス
で
す
。

　
商
材
の
例
と
し
て
特
殊
な
セ
ン

サ
ー
や
モ
ー
タ
ー
な
ど
の
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
品
、
金
属
・
樹
脂
加
工

品
、
板
金
加
工
品
な
ど
の
加
工

業
、
小
規
模
の
設
備
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
パ
タ
ー
ン
Ａ
と
同

様
、
案
件
を
営
業
に
供
給
し
続
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
パ
タ
ー
ン
Ｂ
の
場
合
、
営
業
メ

ン
バ
ー
が
既
存
顧
客
の
対
応
を
し

な
が
ら
、
片
手
間
で
新
規
開
拓
を

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
営
業
の
リ
ソ
ー
ス

を
確
度
や
重
要
度
が
高
い
案
件
、

顧
客
と
の
接
点
に
使
え
る
よ
う
に

設
計
す
る
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

役
割
分
担
に
な
り
ま
す
。

　
以
下
の
よ
う
な
施
策
に
優
先
的

に
取
り
組
む
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

● 

コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

（
リ
ー
ド
獲
得
と
認
知
獲
得
）

● 

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
紙
を
使
っ

た
Ｄ
Ｍ
（
エ
リ
ア
や
業
界
を
絞

っ
た
リ
ー
ド
獲
得
と
認
知
獲

得
）

●
Ｃ
Ｒ
Ｍ
構
築

●
顧
客
情
報
取
得
の
型
化

●
営
業
名
刺
の
デ
ジ
タ
ル
化

● 

１
to
１
メ
ー
ル
（
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
で
は
な
く
、
営
業
名
義
で

の
一
斉
メ
ー
ル
配
信
）

● 

サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ト
の
Ｃ
Ｖ
率
の

改
善

　
新
規
顧
客
の
リ
ー
ド
獲
得
に

は
、
事
例
や
用
途
例
、
ノ
ウ
ハ
ウ

を
コ
ン
テ
ン
ツ
化
し
て
配
信
す
る

コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が

有
効
で
す
。
新
規
顧
客
に
対
し
て

自
社
の
技
術
力
や
実
績
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
取
引
前

の
信
頼
構
築
に
も
貢
献
し
ま
す
。

自
社
の
得
意
な
領
域
を
積
極
的
に

文
章
化
し
た
り
、
事
例
の
写
真
を

用
意
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
で
配
信
し
た
り

し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
検
索
か
ら
の
流
入
が
少

な
い
商
材
の
場
合
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
け
で
は
リ
ー

ド
が
不
足
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
。
案
件
を
発
掘
で
き
る
よ
う

に
、
エ
リ
ア
や
業
界
を
絞
っ
て
タ

ー
ゲ
ッ
ト
リ
ス
ト
を
用
意
し
、
郵

送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
の
紙
で
の
Ｄ
Ｍ

や
テ
レ
ア
ポ
を
使
っ
た
新
規
開
拓

も
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

■ 

パ
タ
ー
ン
Ｃ
：
低
単
価
・
既
存

顧
客
リ
ピ
ー
ト
型

　
パ
タ
ー
ン
Ｃ
は
、
新
規
獲
得
よ

り
も
既
存
顧
客
か
ら
の
リ
ピ
ー
ト

発
注
や
次
期
案
件
の
開
拓
が
多
い

ビ
ジ
ネ
ス
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

商
材
の
例
と
し
て
は
セ
ン
サ
ー
、

画
像
セ
ン
サ
ー
、
キ
ャ
ス
タ
ー
、

ポ
ン
プ
、
モ
ー
タ
ー
な
ど
の
規
格

品
で
、
市
場
に
あ
る
程
度
製
品
が

浸
透
し
て
い
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　
パ
タ
ー
ン
Ａ
・
Ｂ
と
は
異
な

り
、
既
存
顧
客
か
ら
の
案
件
を
取

り
こ
ぼ
さ
ず
、
継
続
的
に
獲
得
し

つ
づ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ル

ー
ト
セ
ー
ル
ス
と
し
て
、
営
業
が

既
存
顧
客
を
定
期
訪
問
し
て
い
る

企
業
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
顧
客
ご
と
に
担
当
営
業
が
決
ま

っ
て
お
り
、
そ
の
人
に
し
か
分
か

ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
、
既

存
顧
客
が
多
く
営
業
が
回
り
き
れ

て
い
な
い
、
あ
る
い
は
顧
客
と
の

接
点
の
状
況
が
分
か
ら
な
い
な
ど

の
課
題
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
パ

タ
ー
ン
Ｃ
の
場
合
は
、
そ
の
よ
う

な
課
題
の
解
決
が
大
き
な
テ
ー
マ

と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
以
下
の
よ
う
な
施
策
が
効
果
的

で
す
。

●
Ｃ
Ｒ
Ｍ
構
築

●
営
業
名
刺
の
デ
ジ
タ
ル
化

●
顧
客
情
報
取
得
の
型
化

●
メ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

● 

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
構
築
、
Ｅ
Ｃ
サ

イ
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活

用
● 

新
規
事
業
開
発
（
新
市
場
攻

略
、
新
製
品
開
発
）

　
重
要
な
の
は
、
顧
客
基
盤
に
基

づ
い
た
売
上
の
最
大
化
。
Ｃ
Ｒ
Ｍ

構
築
と
Ｃ
Ｒ
Ｍ
へ
の
顧
客
情
報
の

蓄
積
、
メ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
通
じ
た
顧
客
接
点
の
強
化
、
購

買
の
き
っ
か
け
を
見
つ
け
る
と
い

っ
た
施
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
営
業
が
属
人
化
し
て
お

り
、
顧
客
情
報
を
蓄
積
で
き
て
い

な
い
と
い
う
課
題
も
よ
く
聞
き
ま

す
。
顧
客
情
報
を
取
得
し
た
ら
、

決
ま
っ
た
ル
ー
ル
で
蓄
積
し
て
い

く
取
り
組
み
、
制
度
設
計
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
急
な
退
職
な
ど

に
よ
る
引
き
継
ぎ
ロ
ス
を
減
ら
す

こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
組
織

と
し
て
営
業
を
し
て
い
る
、
と
い

う
状
況
を
つ
く
る
こ
と
も
重
要
で

す
。

　
Ｂ
to
Ｂ
製
造
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
活
動
は
、
「
Ｗ
ｅ
ｂ
で
検
索

し
て
も
よ
い
事
例
が
見
つ
か
ら
な

い
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま

す
。
ま
た
一
般
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
自
社
に
は

合
わ
な
い
と
感
じ
る
ケ
ー
ス
も
多

い
よ
う
で
す
。
今
回
の
記
事
が
、

取
り
組
み
内
容
や
優
先
度
を
検
討

す
る
際
の
ヒ
ン
ト
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
見
極
め
検
討

⑤　BtoB製造業のマーケティングの役割と効果的な施策

岸
田　

慎
平　

株
式
会
社
才
流　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
新
卒
で
Ｉ
Ｂ
Ｍ
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門
に
て
業
務
改
革
＆
Ｉ
Ｔ
領
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
経
験

後
、
Ｂ
to
Ｂ
製
造
業
に
特
化
し
た
販
売
支
援
を
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
転
職
。

大
手
企
業
か
ら
中
小
企
業
ま
で
幅
広
く
、
１
５
０
社
以
上
の
販
売
戦
略
の
立

案
か
ら
施
策
実
行
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
に
支
援
。
自
社
の
営
業
企
画
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
営
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
経
験
し
た
の
ち
、
２
０
２
０
年
よ

り
株
式
会
社
才
流
に
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
動
。
中
小
製
造
業
の
経

営
企
画
や
事
業
戦
略
策
定
、
Ｉ
Ｔ
化
の
支
援
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
製
造
業

を
総
合
的
に
支
援
で
き
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る作図：株式会社才流

　
技
術
者
と
し
て
採
用
さ
れ
た
若
手
が

大
体
一
度
は
直
面
す
る
「 

技
術
専
門

用
語 

」
と
い
う
壁
。
今
日
は
、
「
技

術
専
門
用
語
の
習
得
が
遅
い
若
手
技
術

者
」
と
い
う
こ
と
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

技
術
者
と
し
て

技
術
専
門
用
語
習
得
は

不
可
避
な
業
務
の
一
つ

　
結
論
か
ら
言
う
と
技
術
者
に
と
っ
て

「 

技
術
専
門
用
語 

」
取
得
は
避
け
て

通
れ
な
い
業
務
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

何
故
か
と
い
う
と
、
「
技
術
的
な
専
門

用
語
は
、
技
術
的
な
議
論
を
技
術
者
同

士
が
同
じ
土
俵
で
進
め
る
た
め
に
不
可

欠
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
」
と
い
う
事
実
に

由
来
し
ま
す
。

　
技
術
者
の
本
来
推
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
業
務
は
、
「
自
ら
の
専
門
知
識

を
使
っ
て
、
課
題
解
決
や
新
し
い
技
術

創
出
に
向
け
て
議
論
を
し
た
上
で
、
実

行
方
法
を
伴
う
知
恵
に
ま
で
落
と
し
込

み
、
活
字
で
情
報
発
信
す
る
」
と
い
う

技
術
専
門
用
語
の
習
得
が
遅
い
若
手
技
術
者

こ
と
に
尽
き
ま
す
。

　
「
専
門
知
識
を
使
っ
て
、
課
題
解
決

や
新
し
い
技
術
創
出
に
向
け
て
議
論
」

と
い
う
所
に
お
い
て
、
技
術
専
門
用
語

は
議
論
に
加
わ
っ
て
い
る
技
術
者
た
ち

を
同
じ
土
俵
に
乗
せ
、
何
よ
り
、
「
技

術
的
な
議
論
を
よ
り
効
率
的
に
進
め

る
」
と
い
う
役
割
が
あ
る
の
で
す
。
そ

の
た
め
、
若
手
技
術
者
は
好
き
か
嫌
い

か
を
別
と
し
て
も
、
専
門
用
語
の
習
得

に
努
力
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
い

う
考
え
で
間
違
い
は
な
い
で
し
ょ
う
。

若
手
技
術
者
の

専
門
用
語
習
得
を
遅
ら
せ
る

二
大
要
因

　
し
か
し
、
実
際
に
は
な
か
な
か
専
門

用
語
を
若
手
技
術
者
が
覚
え
な
い
、
と

い
う
状
況
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
主
に
２

つ
の
要
因
で
す
。
１
つ
目
は
、
若
手
技

術
者
の
持
つ
「
専
門
性
至
上
主
義
」
に

よ
る
「
プ
ラ
イ
ド
」
で
す
。

　
若
手
技
術
者
の
多
く
は
自
尊
心
が
低

く
、
実
は
自
分
の
技
術
に
自
信
が
な
い

こ
と
が
大
変
多
い
。
本
人
が
認
め
る
か

認
め
な
い
か
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
実

際
に
経
験
が
な
い
の
で
致
し
方
な
い
部

分
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
専
門
性
至
上
主
義
、
つ
ま

り
「
知
っ
て
い
る
と
い
う
言
葉
こ
そ
す

べ
て
の
正
義
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
「
そ
れ
を
知
ら
な
い
の
で
教
え
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
を
発
言
で
き

な
い
若
手
技
術
者
が
結
構
い
ま
す
。

　
「
自
分
は
知
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と

を
認
め
た
く
な
い
の
で
す
。
仮
に
教
え

て
ほ
し
い
と
言
え
た
と
し
て
も
、
次
に

待
ち
構
え
る
の
が
中
堅
以
上
の
技
術
者

や
元
技
術
者
で
あ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

す
。
こ
れ
が
２
つ
目
の
要
因
で
す
。

　
中
堅
以
上
の
技
術
者
は
実
際
に
そ
う

で
あ
っ
た
か
否
か
は
別
と
し
て
、
「
自

分
は
若
手
よ
り
も
苦
労
し
て
き
た
」
と

い
う
自
負
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

専
門
用
語
に
つ
い
て
聞
か
れ
る
と
、

「
お
前
は
そ
ん
な
こ
と
も
知
ら
な
い
の

か
」
と
な
じ
る
言
い
方
に
な
っ
た
り
、

「
そ
の
く
ら
い
の
こ
と
は
自
分
で
調
べ

ろ
」
と
い
う
話
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
調
べ
さ
せ
る
こ
と
も
大

切
な
の
で
、
前
述
の
対
応
が
す
べ
て
ダ

メ
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
時
と

場
合
に
よ
っ
て
は
柔
軟
に
教
え
た
方
が

育
成
の
観
点
か
ら
も
望
ま
し
い
ケ
ー
ス

に
お
い
て
も
、
若
手
技
術
者
に
専
門
用

語
の
解
説
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
多

々
あ
る
の
で
す
。

　
こ
の
若
手
技
術
者
の
専
門
性
至
上
主

義
と
、
若
い
こ
ろ
苦
労
し
た
と
い
う
色

付
け
さ
れ
た
と
い
う
考
え
方
に
固
執
す

る
中
堅
以
上
の
技
術
者
と
い
う
二
大
巨

頭
に
よ
り
、
な
か
な
か
専
門
用
語
の
習

中堅以上がかみ砕いて説明
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得
が
進
ま
な
い
と
い
う
こ
と
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。中

堅
以
上
の
技
術
者
が

技
術
的
な
専
門
用
語
を

専
門
用
語
を
使
わ
ず
に

説
明
す
る
の
が
解
決
策

　
結
論
か
ら
先
に
言
う
と
、
「
技
術
専

門
用
語
を
使
わ
ず
に
当
該
専
門
用
語
を

解
説
す
る
と
い
う
こ
と
を
中
堅
以
上
の

技
術
者
に
や
ら
せ
る
」
が
答
え
に
な
り

ま
す
。
実
は
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い

る
専
門
用
語
。
い
ざ
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
な
い
人
に
説
明
し
よ
う
と
な
る

と
、
か
な
り
難
し
く
な
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
理
由
は
、
「
専
門
用
語
を
誰
で

も
わ
か
る
言
葉
に
言
い
換
え
る
に
は
語

彙
力
と
論
理
的
思
考
力
が
必
要
で
あ

る
」
と
い
う
事
実
が
あ
る
た
め
で
す
。

こ
れ
は
専
門
用
語
に
限
ら
ず
、
和
製
英

語
等
も
そ
う
で
す
が
、
単
語
を
誰
で
も

わ
か
る
言
葉
で
言
い
換
え
る
と
い
う
の

は
、
そ
れ
な
り
の
語
彙
力
に
加
え
、
そ

れ
を
理
路
整
然
と
伝
え
る
論
理
的
思
考

力
が
必
要
な
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
い
ざ
説
明
し
よ
う
と
す

る
と
専
門
用
語
の
意
味
を
知
っ
て
い
る

中
堅
や
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
で
あ
っ
て

も
、
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
こ
と
が
意

外
に
も
多
い
の
で
す
。
特
に
技
術
報
告

書
の
よ
う
な
文
章
作
成
の
鍛
錬
を
積
ん

で
き
て
い
な
い
技
術
者
は
こ
の
傾
向
が

強
く
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

　
言
い
換
え
れ
ば
、
「
若
手
技
術
者
に

対
し
て
専
門
用
語
の
解
説
を
す
る
」
と

い
う
こ
と
は
、
「
専
門
用
語
を
知
っ
て

い
る
中
堅
、
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
の
語
彙

力
と
論
理
的
思
考
力
を
見
極
め
る
好
機

に
な
る
」
と
も
い
え
る
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
観
点
か
ら
も
是
非
取
り
組
む
べ

き
こ
と
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
技
術
系
業
務
推
進
に
不
可
欠
な
技
術

専
門
用
語
。
こ
の
身
近
な
言
語
ツ
ー
ル

は
若
手
技
術
者
だ
け
で
な
く
、
中
堅
や

ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
の
教
育
や
力
量
見
極

め
の
観
点
か
ら
も
活
用
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
認
識

す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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